第1章 　｢魔族の城｣
第壱場　「街を望みて」

暗転明けて、デュース、エンジエル、上手より登場して中央手前へ。小高い丘から周囲を
見回して、

エンジエル「ふぅ～、あれから三日、ようやく街が見えたわね。・・・ここが目的地？
ここってどこなのかな？」

デュース「さぁな。目的地には違いない。」
エンジエル「さぁって、それどうゆう事よ？目的地がもっと南、ってのがウソとは・・・

思わないけどさ。何かはっきりしないわねぇ。」

デュース「あぁ、はっきりしないな。俺もはっきりさせたいが・・・まだよく聴こえないのさ。」

エンジエル「聞こえない？何がよ。」

デュース「『声』・・・だろうな。俺を呼ぶ何者かの『声』。」

エンジエル「ふぅ～ん、ま、いいけどさ。へへっ♡なら、ひとまず街ね。やっとベッドで
眠れるわ。・・・あ、あたしは相部屋でもいいわよ。旅は節約が肝心なんだわ、
うん。」

デュース「・・・。」

エンジエル「・・・別に何でもないもん。(しゅん)」

デュース「・・・考えておく。」

エンジエル「それじゃ早く行きましょ。(下手へ移動開始)宿の交渉はまかしといて。
これでもあたし、名うての盗賊なんだから。」

エンジエル下手はけ。それをその場で見送るデュース。

ダイ・オフ「気付いたか？デュース。」

デュース「あぁ、(得物をかざし)こいつと同じ空気だな。」

ダイ・オフ「こんな人間界のド真ん中にマナが漂っている。やっぱり何かあるぜ、
この土地にゃあよ。」

エンジエルの声「何してんのよ～、追いてっちゃうぞぉ！」

もう一度世界を見回す。そして歩き出す。下手はけ。暗転。

第弐場　「宿屋にて」

下手よりエンジエル登場。遅れてデュース。上手側カウンターがあり、エンジエル、

ベルを鳴らす。
エンジエル「すみませ～ん、お客さんですよ～。」

上手より無愛想な男がカウンターまでやって来る。

宿の主人「この街に客とは珍しい。えぇと・・・あぁ、宿泊だよな、当然。」

エンジエル「何言ってんのよ、ここは宿屋でしょ？一部屋でおいくらかしら。」

宿の主人「一泊一部屋１０ゴールドだ。」

エンジエル「１０ゴールドォ！？冗談でしょ？ひと月腰を落ち着けようってんじゃ

ないのよ。今時一泊だけで金貨が必要なんて、一体ここはどれ程の

大都会なのかしら？」

宿の主人「ん？そうなのか？なら、金貨一枚で二～三日泊まって行くといい。」
エンジエル「もちろんお食事もついてくるのよね。」

宿の主人「・・・分かったよ、お嬢さん。込み込みで金貨一枚、前払いでな。」

エンジエル｢ＯＫ♡(金貨をはじいて掴むパフォーマンス。そしてカウンターへ)

　　　　　　はい、１ゴールド。」

振り返ってデュースにＶサイン。デュース微笑む。荷物を足元に放り出し、

デュース「街の人間を見かけなかったが、そんなに外の人間は珍しいのか？」
荷物を取って上手へ一度消えるエンジエル。

宿の主人「・・・あぁ、そうだな。随分と久しぶりの客人だよ、あんた達。」

デュース「ここは何と言うんだ？」

宿の主人「・・・ダイナス、そう、ダイナスの街だ。」

デュース「聞かない名だな。」

宿の主人「・・・。まずは長老に会いな。そうすりゃ他の連中も顔を出すんじゃないかな。」
そこに上手より戻って来るエンジエル。

エンジエル「お待たせぇ。荷物部屋に置いて来たよぉ。」

デュース「そうだな、あんたの言う通りにしてみるよ。行くぞ、エンジエル。」

エンジエル「ん？あぁ、それじゃあ親父さん、行ってきまぁす。」

宿の主人「あぁ、行ってらっしゃい。」

デュース、続いてエンジエル下手より退場。暗転。

第参場　「長老の家①」
舞台中央に、安楽椅子に座っている老人。「コンコン」と扉を叩く音。
エンジエルの声「ごめんくださ～い。いらっしゃいますかぁ？」

長老「・・・どなたかな？」

エンジエルの声「旅の者で～す。ご挨拶に伺いましたぁ。」

長老「ほう、ほう、旅の方かね。入って来なされ、開いておるよ。」
「ギィ～」「バタン」と扉の音があり、エンジエル、デュースと入って来る。

長老「このままで失礼するよ。しかし、この地に旅人が訪れるとは久しくなかった事。

　　　ゆるりとして行くがよかろう。」

エンジエル「そうしたいんだけど、ね。ねぇデュース、長老様なら何か御存知ない

かしらね？ほら、『声』だっけ？」

長老「『声』・・・ですかな？」
エンジエル「そうなんですよ。誰かに呼ばれてる、とか言うんですよ、この人。」

長老「ほうほう、そうかい。・・・ところで剣士殿、あなたは『２』という数字を

どう思われるかな？」

エンジエル「いきなり何なのよお爺ちゃん。訳の分からない質問ね。２？あたしは
３の方が好きだなぁ。」

デュース「『２』は俺の名に通じる悪魔の数だ。嫌いだな。」

長老「ほっほ、ご自分の名がお嫌いかね？・・・まずは城へ行くがいい。『声』の主は多分
そこに居よう。」

エンジエル「城？城に居る、って・・・お爺ちゃん『声』の事知ってるの？だったら
詳しく教えてよ。」

長老「はてさて、もしもおるなら城じゃろう、と申したまで。「ダイナスの城」は森を
抜けた先にある。気をつけてな。」

エンジエル「そんな、ちょっと待ってよお爺ちゃん。」

デュース「行こう、エンジエル。確かに『声』は森の先から聴こえて来る。」

エンジエル「う～ん、それじゃあお爺ちゃん・・・長老様、失礼します。」

長老「ほっほっほ、また来るといい。気をつけてな。」

デュース、エンジエルと下手からはける。「ギィ～」「バタン」。暗転。

第四場　「ダイナスの森」

暗転明けて上手よりエンジエルが走り出て来る。中央で荒い息。後、ゆっくりとデュース。

エンジエル「どぉ～なってんのよ、この森はっ！」

デュース「大丈夫か？」

エンジエル「熊よりおっきな蜂に、「ゴブゴブ」うるさい小さなおっさん。動く死体に、

動く骨っ！あぁ～、もうっ！まるでフェアリーテイルの世界だわっ。
まさに魔物、モンスター。ウワサすら聞いた事のない奴らがうじゃうじゃ

出て来る。」

デュース「人以外を斬ったのは、俺達も初めてだな。」

エンジエル「・・・あんまり驚いていないわね。もしかして知ってたの？」

デュース「知識として『この世に存在する』とは知っていたが、この地・・・ダイナスと

言うそうだが、ここダイナスにいるとは知らなかったよ。」
エンジエル「ダイナス？・・・聞かないわね。ディアマンテの南にそんな所あったかしら？」

デュース「・・・。」

エンジエル下手方向を見やり、
エンジエル「でも、ま、何とか森は抜けたみたいね。(下手を覗き見て)この先がお城
みたいよ。・・・『声』、聞こえる？｣
デュース「・・・。」

エンジエル「まぁいいわ。とにかく行ってみましょ？」

デュース「あぁ。」

エンジエル、デュースとはける。暗転。

第伍場　「ダイナス城・城門前①」

暗転明けて、上手より二人が出て来る。舞台中央・正面手前に城の門扉がある様に

振舞う事。舞台中央まで歩みて城門を見上げる。
エンジエル「あによこれ？扉、閉まってるじゃん。爺ちゃん城行けって、これで
どうしろってつもりなのよ？」

デュース「力ずく、という訳にもいかないか。」

エンジエル「その必要はないのよ。鍵開けくらい訳ないし。」
デュース「そうなのか？」

エンジエル「そうよ。あたし、職業シーフだもん。でもおかしいの。鍵穴んトコが

閉まってるのよ。そっちの開け方がさっぱりね。」

エンジエル、数歩下がって門扉の全体を見てみる。

エンジエル「あれっ？」

デュース「どうした？」

エンジエル「う～ん。ねぇ、ちょっと見てみて。」

デュースも数歩下がって門扉を見上げる。

エンジエル「この扉の模様、何か変よね。合ってない、って言うか・・・」
デュース「・・・なるほど、『封印』というやつだな。」

エンジエル「『封印』？この模様がそうなの？」

エンジエル、門扉に近づこうとする。と、

ダイ・オフ「待てっ！」

エンジエル「えっ？」

ダイ・オフ「封印にはうかつに触るなよ。封印＝魔法だ。身の危険を感じるぜ。」

エンジエル「えっ？？？危険？魔法？よく分からないわ。」
デュース「ダイ・オフがそう言うんだ。うかつに手を出さない方がいい。」

エンジエル「そ、そうね。あいつが出て来るって事は、ヤバイって事よね。」

デュース「とにかく一度街に戻ろう。」

エンジエル「分かったわ。長老様なら、何か知ってるかもしれないわね。

会いに行ってみましょ。」

二人は元来た道を引き返す。暗転。

第六場　「長老の家②」

配置等、①と同じ。暗転明ける。「コンコン」とノックの音。
エンジエルの声「ごめんくださぁ～い。またまた旅の者でぇ～す。」

長老「おうおう、お入り。開いておるよ。」

｢ギィ～｣｢バタン｣の後、とりあえず早足でエンジエルだけ下手より登場。

エンジエル「どぉ言う事？お爺ちゃん。あれじゃ、お城に入れないわよ。」

長老「何？城に入れんとな。」

デュースも入って来て、

デュース「城門には封印が施されていた。鍵穴も塞がっていたよ。」

長老「なるほど、鍵穴が塞がっておるのだな。・・・ふむ、とりあえず城の鍵は渡して
おこう。」
エンジエル「あによお爺ちゃん、鍵持ってたの？非道いじゃない。」

長老「まぁ許されよ。閉まっておるとは知らんかった、本当にな。儂の持っておる鍵は
予備の物だよ。」

エンジエル「そうなんだ。ごめんね、お爺ちゃん。」

長老「ほっほ、意外に素直な娘じゃな。・・・ほら、これが城の鍵だよ。」

腰の辺りから鍵を取り出し、差し出す。エンジエル、それを受け取り、

エンジエル「ありがとう、お爺ちゃん。大切に使うね。」

長老「うむうむ。では、次は魔法屋に行くといい。塞がった鍵穴について、何か知って
いるとすれば奴じゃろう。」

エンジエル「魔法屋？」

長老「封印についても詳しいはずだよ。」

エンジエル「分かったわ、ありがとうお爺ちゃん。それじゃ、またね。」

手を振りながら出て行くエンジエル。デュース、背を向けてから、

デュース「世話になった。」

｢ギィ～｣デュースはけてから｢バタン｣。それを見送ってから椅子に深く座り直す長老。

長老「・・・不思議な感じがするのぅ。まるで、止まった時が動き出したくてそわそわ
しておる様じゃ。すまぬな。勝手に期待させてもらうよ・・・あなた方三人に・・・」
セリフのケツに被せる感じで暗転。

第七場　「魔法屋にて」

暗転明ける。上手にカウンター、中央にテーブル、イス。そこに一人の老人。

眼鏡の様な物を片手に、古い本を読んでいる。そこに扉を叩く音。老人は動かない。
もう一度「ゴンゴン」。老人は本を読み続ける。｢ギィ～｣と扉が開き、
エンジエルの声「すみませ～ん。」

それから｢バタン｣。エンジエル、デュースと入って来る。(下手から)

エンジエル「あの・・・ごめんください。」

老人｢うん？(一瞥くれて元に戻り)何ぞ用かの？｣

エンジエル｢お城の門扉の事で聞きたい事があるの。長老様があなたに聞くといいって。｣

デュース「鍵穴が塞がっているんだ。」

老人は本を読むのを中断して、

老人「城の門扉の鍵穴？ふ～む、確かに鍵穴が塞がっておるとは妙じゃの。」
エンジエル「何か、変な模様みたいのが描かれててね・・・えっと、封印？そう、封印
されてたの。」

老人は「ほぅ」と感心した後、イスを引いて立ち上がった。

老人「封印かね。ふむ、よく知っていたのぅ。」
老人は二人を見回した後「えぇと・・・」

エンジエル「あっ、あたしはそのぅ・・・冒険者のエンジエル。で、こっちは剣士の
デュースよ。」

デュース「よろしく。」

老人「そうかい、こちらこそよろしくな、デュース。それにエンジエル。儂はここで、
魔法遺物の売買をしておる明治屋のジジィじゃよ。」
エンジエル「魔法遺物？」

明治屋「魔法の巻物や、魔法の力を持った道具「魔導器」の事だな。そいつを扱っている
だけだからの、こんなナリはしていても魔法は使えんよ。」

エンジエル、よく分かっていない様子。

明治屋「魔法、と言ってもピンと来んかの。タネの無い手品の様なモノかの。その昔には
誰にでも使う事が出来たそうだが・・・今ではほとんど見かけんのぅ。」

エンジエル「誰でも使えたの？う～ん・・・なら、何で今は誰も使えないの？」

明治屋「それもこれも、魔法が得意な亜人種達を『悪魔』だ『魔物』だと迫害し、辺境へ
追いやった人間の愚かさ故・・・。今も僅かに残る遺失魔法の恩恵も、その
『悪魔』や『魔物』のおかげなのにのぅ。万物の霊長などと・・・増長の証では
ないか。そぅ、思わんかの？」
デュースの態度は素っ気無い。そんな事は知っている、そう言う事だ。片やエンジエル、
初めて知った事実に驚愕するも、その真意を理解しきれないでいる。それでも真正面から
受け止めようと苦心し、問い掛けにも答えんと必死な様子で(おろおろと)困っている。
明治屋、それを見やり、
明治屋「城の門扉が封印されているのだな。」

エンジエル「え・・・？？？」

デュース「そうだ。鍵穴まで塞がっていてお手上げだ。」

明治屋「さっきも言ったが、儂は魔法使いではない。儂の力で、封印自体を何とかする
のは無理じゃ。」
エンジエル「そんなぁ～。」

明治屋「しかしな、魔法屋のジジィには魔法屋のジジィにしか出来ない事がある。

　　　　ちょっと待っていなさい。」

そう言って、明治屋はカウンターの奥、上手へ消える。

デュース「エンジエルのお手柄だな。」

デュースは左手でエンジエルの頭を撫でる。

エンジエル「えっ・・・？」

デュースはカウンター前まで移動。訳が分からない様子のエンジエル、デュースに続く。

ダイ・オフ「お前は、年寄りには好くモテル、ってこった。」

エンジエル「あによそれ？全然訳わかめよ。」

そこに戻って来る明治屋。手に持った短刀をカウンター上に置く。
明治屋「これはな、【魔導器・破魔のナイフ】。魔法的な力で作られた力場、例えば結界
とか・・・封印。そんな物を直接斬って壊す優れものだ。まぁ、一回しか使えん
がな。」

エンジエル「ホントにっ！？すっごいお宝じゃない。」

デュース「いくらだ？」

明治屋「そうさな、ここには無いが【破魔の小剣】や【破魔の大剣】なんかと比べれば

　　　　一回しか使えぬ廉価版だしな。１０００ゴールドってところかのぅ。」
エンジエル、ド(レッドノート級)びっくり。

エンジエル「せ、せせせ、１０００ゴールドぉ～！？」

明治屋「使い捨てとしては高いかも知れんな。しかし、魔導器としては破格の値段じゃ。」

エンジエル「だからって、そんな大金ある訳ないじゃ―」
デュース「買った。」

エンジエル「えっ！？」

デュース、腰に吊るした皮袋の一つをカウンターに乗せる。

デュース「砂金だ。下手に捌いても１０００ゴールドには足りるだろう。」

明治屋、袋の口を開いて中身を確認する。それを覗くエンジエル。

エンジエル「うそぉ～！これだけの砂金なら二千、いいえ三千にはなるわよ。・・・いいの？」
デュース「必要とする物にこそ価値がある。取引ってのはそういうモンだ。」

エンジエル「！そ、それくらいあたしだって分かってるわよ・・・。」

つい小声になって口を尖らすエンジエル。

明治屋「ではこの指輪もサービスしよう。」

明治屋は、自分がしている指輪をはずしてカウンターに置く。手に取るデュース。

明治屋「いざという時に、命を護ってくれるだろう。御守りみたいな物じゃ。」

デュース「エンジエル。(エンジエルの方を向いて)エンジエルが使うといい。」

エンジエル「ありがとう♡」

受け取ったエンジエル、左手薬指にはめようとして・・・思い直して中指にはめる。
デュースはナイフを腰に差し、

デュース「世話になった。」

と、踵を返して下手へ。エンジエルはあわてて、

エンジエル「あ、それじゃまたね。魔法屋さん、ありがと♡」

明治屋「うむ、また来ても良いぞ。」

背中に声を掛ける。そして「ギィ～｣間、「バタン」。明治屋も砂金袋を持って上手へ。暗転。
第八場　「ダイナス城・城門前②」

暗転明け、上手より二人が現れる。が、先に訪れた時とは様子が違う。

二人は少し呆然とした様子で門扉を見上げている。立ち位置はデュースがエンジエルの右。
エンジエル「門・・・開いてるね。・・・(間)・・・『声』のお導き、なのかな？」

ダイ・オフ「(少しの間)気に入らねぇな。」

エンジエル「え？」

ダイ・オフ「気に入らねぇぜ、俺ぁよ。」

エンジエル「気に入らないって言っても・・・。良かったじゃん、開いたんだもん。

　　　　　　あたしだって・・・納得出来ないけどさ。」

デュース「(ややあって)どうやら先客でもいるのだろう。この門の有様、中から開いたとは
思えない。」

エンジエル「先客って・・・それじゃ、あたし達の他にも冒険者がいるのかしら？

　　　　　　そいつらが先に封印を壊した・・・でもどうやって？」

デュース「多分、魔法使いでもいれば簡単な話なんだろう。」

エンジエル「そっか、魔法使いね・・・(間)・・・あ～ん、もぅ！だったら急がなきゃ、先、
越されちゃうよ」

エンジエル、体ごとデュースの方を向いて、
エンジエル「さ、レッツ・ゴーよ。ね♡」

デュース、しばしエンジエルを見つめて、

デュース「ふっ、そうだな。ここからが本番、と言う訳だ。」

デュース、開け放たれた門扉へ向き直り、

デュース「行くぞ。」

エンジエル「うん、行きましょう。」

静かに暗転。

第九場　「ダイナス城内・エントランスホール」

暗転中に立ち位置変更。客席側に背中むける。デュースがエンジエルの右。つまり、

二人が入れ替わって背中向けるって事。それで門をくぐった事を表現。後、暗転開ける。

そのまま二人、数歩歩みて周りを見渡す。主にエンジエルは、四方八方見渡す。
エンジエル「静か・・・ね。誰もいないのかしら？・・・うぅん、そもそもこの城って
　　　　　　人、いるのかな？」

間。

エンジエル「あれ？あたし何言ってんだろ！？封印されてたトコに人なんていないよね。」

デュース「・・・いや。」

改めてグルッと一回転、ゆっくりと辺りを見回すエンジエル。

エンジエル「人・・・いないよねぇ？」

デュース「いや、人かどうかは別にして『何か』はいる様だ。・・・気配はする。

だが、近くはないな。」

エンジエル「何かって何よ、何かって(涙)！、それって別の冒険者の事でしょ？なら、
デュースの推理が大当たり～♡って事でしょ？」

デュース「(少し周りの気配を探ってから)追い追い分かるさ。一人や二人の話じゃない
からな。それに、まだ遠すぎる。」

エンジエル「うじゃうじゃ？それって、うじゃうじゃいるって事ん？・・・ふぅ、まぁ
いいわ。今更怖かないって、あははははははは(涙)それで？聞こえまして？」

間。

エンジエル「『声』よ。分かってるとは思うけど。」

デュース「・・・上、かな？」

エンジエル「いよぉ～っし！ならまずは、目指せ階段よ。ね♡」

二人は視線を合わせ、うなずく。そして前方、舞台奥に目を向けた後、エンジエル

がっくりとくず折れる。デュース、先んじて奥まで行き、両開きの大扉を見る感じ。
デュース「・・・こいつは凄いな。」

よろよろと立ち上がったエンジエル、デュースの元までやって来て、

エンジエル「あによこれぇ～(涙)ここの扉、錠前だらけやん。どうしろってぇ～のよ。
　　　　　　全部『普通の錠前』だったとしても一日がかりよ。しかも、一つでも

　　　　　　魔法がかかってりゃそこでアウト。・・・ははっ、デュース斬ってみる？」

デュース「剣で斬るダメージは、そのまま剣そのもののダメージでもある。どれ位堅い
のか、厚みだって分からない。そんな物は斬れない。ましてや魔法が相手と
なるとな。(得物をかざして)こいつは、刃こぼれ程度ならば自分で直す優れもの
だが・・・父親の形見でな。遠慮しておく。」
エンジエル「・・・。そうなんだ、ごめんなさい。あ、ならさ、破魔のナイフ使っちゃ
おうか。」

デュース「全体で一つの封印だった先のモノとは違うからな。魔法の錠を一つ破っても、

　　　　　次にもまた魔法がかかっていたら意味がない。やめておけ。」

エンジエル「あん、もう！これじゃあ城の鍵も破魔のナイフも役に立たないじゃん。

　　　　　　せっかくデュースが、全財産はたいたってのにぃ。」

デュース、頭を掻きながら振り返り、歩き始める。歩きながら、
デュース「・・・別に貯えは、あれが全てじゃないぞ。」

そのままゆっくりとした足取りで上手へはけて行く。エンジエル、大きく振り返り、

エンジエル「うそぉ～ん！EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(マジ),本気)っすか！？」

キラキラとした表情で後を追いかける。

エンジエル「待ってよデュースぅ～♡ねぇ、あなたってお金持ち？もしかしてお金持ち？」

わざとらしい感じのエンジエル、後に続いて退場。暗転。

第拾場　「崩れた通路」
暗転明けて、下手からデュース、エンジエルと続く。真ん中辺りでデュースは止まり、

上手の方を見ている。エンジエルはそのまま進み、上手の方を覗き見る。
エンジエル「う～ん、この通路はダメみたい。天井が崩れて瓦礫で塞がってる。」

デュース、無言で崩れた通路を見続ける。その様子に気付いたエンジエル、

エンジエル「？、なぁに？」

デュース「崩れた、てのが違う。やはり先行する方が有利という事だな。」

エンジエル「・・・？うん！？あぁ！それじゃこれ、他の冒険者の仕業って事ぉ？

　　　　　　・・・う～ん、でも何でそう言えるのよ？」

デュースは肩をすくめてから、

デュース「そうだな。堆積物、材質の状態、傷口。言葉にするのは難しいが、それらを

見た上での・・・俺の勘、かな。」

エンジエル「なぁ～んだ。じゃあ根拠ないんだ。」

ダイ・オフ「だが二票だ。俺もデュースと同じ考えだぜ。「専門家」が二人もそうだと

言ってんだから、これも立派な根拠だろ。」

エンジエル「ふぅ～ん。まぁとにかく、ここから先は無理、って事ね。しょうがない、
　　　　　　他へ行きましょ。」

エンジエル、先んじて下手へ戻って行く。デュースは後に続く。暗転。

第拾場＋　「エントランスを通り抜け」

(このシーンは無くても構わない。キャラ付けの一環としてのみ意味がある。)
暗転明けて、上手から下手へエンジエル、デュースと通り抜け。その間に、
エンジエル「ここはさっきのエントランスホールよ。位置関係をリアルに表現している

訳ね。」

デュース「エンジエル、独り言か？」

エンジエル「あ、いいのいいの、気にしないで。皆に説明しただけだから。」

デュース「・・・皆って誰だ？」

そのまま下手へはけて行く。暗転。

第拾壱場　「宝箱発見」
暗転明け、上手よりエンジエル、デュースと登場。下手寄り中央奥に宝箱。

エンジエル「おぉ♪宝箱発見、宝箱発見。」

足早に近づき『盗賊チェック』を入れる。一通りチェックし終えると、仕事道具から

針金を一本取り出し、

エンジエル「『罠発見スキル』には自信があるの。鍵は掛かってるけど罠はなし。いい？
開けるわよ。」

デュース、すぐ後ろまで来て、

デュース「任せる。」

それを聞いて、さっそく取り掛かるエンジエル。｢カチャカチャ｣、｢カチリ｣。
エンジエル「♪、よし、開いた。」

すると｢ブゥーン｣と耳慣れない音が・・・。

エンジエル「ははは・・・何？今の・・・。」

｢バカッ｣と床が開いて、

デュース「何！？」

エンジエル「床が！？」

暗転して「ヒューーーン」と落ちる擬音。デュースはその場でジャンプして着地の

足音を出す。エンジエルは腰を下ろして「痛っ！」。そのまま次の場面へ。

第拾弐場　「地下エリアの将軍」

スタッフが宝箱を素早く引っ込めて暗転明ける。
エンジエル「いったぁ～い！お尻打ったぁ～(怒)」

ダイ・オフ「・・・ふん、軽業だって得意なはずだろ？それに、死に繋がる類の

トラップじゃなかっただけでもラッキーだぜ。」
デュース、周り、特に客席側を見回してから、

デュース「確かにな。盗人を直接地下牢へ落とすなんて、良く出来たジョークだ。床が
針の山でなくて良かったよ、エンジエル。」

エンジエル「・・・ごくり(当然、このまま音にしないでね)。そ、そうね。本当、その通り
よね。これからはお宝ばかりでなく、床にも注意するわ・・・。え～ん、
ごめんなさぁ～い(涙)」

ダイ・オフ「ふっ、いいさ。余程の危険ならば、俺が先に気付くはずだしな。

『危険感知スキル』は、盗賊以上に戦場で生き続けて来た俺らに向く。
ただの落とし穴なんかは、デュースや俺にとっては危なくなかった訳さ。

すまねぇな。」

エンジエル、腰をさすりながら立ち上がり、

エンジエル「悪かったわね、あたしにとっては危なくって(怒)。本当、優しくなぁ～い！」

しばらくの間があって、

デュース「・・・そうかな？」

エンジエル「？」

ダイ・オフ「なっ！？ちげぇ～よデュース、違うって。そうじゃねぇ、そうじゃねぇから

　　　　　　安心しとけよ。俺様がこいつを？ありえねぇよ。」

エンジエル「！？、何？あたしの悪口？」
そこに割って入る声。設定上、舞台正面方向が鉄格子となっている。声は袖から

聞こえる事になるが(マイク用に１チャンネル確保出来れば別)二人のリアクションは

正面に対して行ってもらう。

謎の声「お話中のところ、失礼するよ。」

ダイ・オフ「誰だっ！」

「コツコツコツコツ」と足音がして後、「カチャカチャ」、「カチャリ」、「ギィ～」と牢の
扉が開かれる。

謎の男「初めまして旅のお方。落とし穴は泥棒除けの物でね。これこの通りに自由にして

あげましょう。」
エンジエル「は、はぁ、どうも・・・。あのぉ、あなたはこの城の人・・・です？」

謎の男「まずは、その様な所からは出るといい。」

暗転。その間に、二人はやや下手よりに移動。やや上手よりに男登場。「ギィ～」、
「ガシャン」と牢が閉まって暗転明ける。つまりは牢から出たという表現。

謎の男「失礼をしました。では名乗らせて頂きましょう。わたしはダイナス王直属の

臣下で、地下エリアを任せられているアレクセイ＝クロドコレクターだ。場所が
場所だけにね、一番地位の低い将軍さ。だから、あまり偉くない。敬う必要は
ないぞ。」

エンジエル「？、クロドコレクター？・・・「のろま」を集めてるの？」

アレク「・・・ふむ、可笑しな娘だ。わたしは『土いじり』が趣味でね、「のろま」では

なく「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つちくれ),土塊)」を蒐集しているのさ。それに、呼ぶなら名前で呼ぶがいい。」

エンジエル「あら、ごめんなさい。えっとぉ・・・アレクさん、かな。」

アレク「・・・まぁ良かろう。(二人の背後、下手を指差して)向こうへしばらく行けば

　　　　階段がある。さっさと行く事だな。」

アレクは身を翻す。

エンジエル「ちょっと待ったぁ～！だわよ。悪いけど、こっちにだって聞きたい事が・・・。」

アレク「こちらにはないな。牢より出してもらっただけで満足するのだな。わたしは他に
用があるのだ。失礼するよ、『天使』に『死神』君。」

そのままアレクは上手に消えて行く。それを見送って、
エンジエル「・・・ねぇ、いいの？行っちゃったよ。」

デュース「・・・仕方ないだろう。何か答えてくれる様子でもないし。」

エンジエル「ん、もう(怒)。ヤな感じの奴よね。城の事とか、ちょっと聞きたいだけなの
にぃ～。」

デュース「・・・とりあえず行こうか。多分奴とは・・・すぐにまた会う事になるさ。」

振り返り歩き出すデュース。その後を追うエンジエル。下手へ消えて暗転。

第拾参場　「不明の思惑」

暗転明け、無警戒に歩くデュースと、周辺監視を怠らない様子のエンジエル、上手より

入って来る。中央過ぎてやや下手寄りで立ち止まるデュース。その背中にぶつかって

止まるエンジエル。肩越しに前方、下手を見やり、
エンジエル「やったぁ～、階段だぁ♪これでとりあえず一階に戻れるね。」

デュース「いや、やはり先の男、何か企んでいる様だな。」

エンジエル「？、どうゆう事？」

デュース「よく見てみろ。階段の先は天井だ。上へは上がれん。」
そろそろと下手に近づき、上を見上げるエンジエル。

エンジエル「(あ、に点点)あーーー！！！何よこれぇ(怒)。ウィンチェスター邸じゃ

あるまいし、のぼれない階段はただの豚じゃ～ん(怒)。アレクむかつくぅ(怒)」

デュース「？・・・エンジエルの言う事は、たまに訳が分からないな。さて、ならば

奴の後を追うか？」
エンジエル「当然っしょ！何のつもりか知らないけどさ、敵性反応確認よ。この喧嘩、

買ってやろうじゃない。」

エンジエル、身を翻して構えて見せて、

エンジエル「行くわよっ！」

足早に上手へと戻って行く。デュースはその始終を見守って後、後を追い退場。暗転。
第拾参場＋　「地下牢前を通り抜け」

(このシーンも、先の＋と同じでカットしても良い。セットで考えればいい。)

暗転明け、下から上へとエンジエル、デュースの順で通り抜け。その間に、

エンジエル「ここはさっきの地下牢前よ。マップの繋がりは懐かしのゼルダ式ってヤツね。」

デュース「・・・誰に、何を言ってるのか分からんな。」

エンジエル｢いいのいいの(いいのけんじ)。これはあたしのお仕事だから。気にしないで♡」
そのまま上手へはけて行く。暗転。

第拾四場　「鏡の土人形」

暗転明けて、下手よりエンジエル、デュース登場。上手・舞台奥に扉。こうゆうシーン

結構あるし、扉の書割位は用意すべき、かな。エンジエルは扉に対して『罠チェック』、

『鍵チェック』。その後立ち上がりデュースに向き直って、
エンジエル「罠もないし鍵も掛かってなし。え～と・・・一つ言っとくけど、さっきの
落とし穴、あたしの所為じゃないのよ。」
デュース「ん？」

エンジエル「仕掛けや絡繰りなんかは、本当に無かったんだからね。・・・あれって、

多分魔法のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(トラップ),仕掛け)よ。(小声で)あたしの所為じゃないわ・・・。」

デュース「気にする事は無い。確かにあの時、聞き慣れない音がした。エンジエルの

言うとおりだろう。・・・鍵は掛かってないんだな？」

エンジエル「え？えぇ・・・」

デュース、エンジエルと扉の間に体を入れる。エンジエル、デュースの背中を見ながら、

ちょっと照れる。
エンジエル「あいつ、ここにいるのかな？」

デュース「いる。気配・・・いや、殺気を隠そうともしていない。」

エンジエル「・・・何だかイヤな感じ・・・。入りたくない、けど、そうもいかないのよ
ね。・・・ふぅ～、いいわ。行きましょう。」

暗転して「ギィ～」、「バタン」。音楽も変わる。二人はそのままの位置から舞台手前へ移動。

下手側奥に三人、いや、三体のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひとがた),人形)が出現。ハの字の左側みたいな並び。暗転明ける。
デュース、エンジエルと、リアクション後に移動。少し間の開いたハの字になる。

デュース「そんな馬鹿な・・・。父さん・・・母さん・・・それに・・・」

エンジエル、デュースを見ながら、

エンジエル「何？この土人形がどうかしたの？」

デュース「エミィ！」

エミィと呼ばれた人形は(一番左)静かに目を開ける。

デュース「エミィ・・・。」

エミーリア「久しぶり、デュース。あなたが元気で良かった。・・・父が・・・、
父が酷い事をしてごめんね。ずっと、ずっとあなたに謝りたかったの。」

デュース「！？、違う、違うよ。君が謝る事なんてないんだ。君は少しも悪くなんか

ないだろう？君が死んだのだって・・・」

エンジエル「ちょっとデュース！？」

デュース「僕、そう僕の所為だよ。僕が君を殺した様なものだ。」

エンジエル「ぼ、ぼくぅ～？ねぇ、どうしちゃったのよ、デュース。」

そして、真ん中の人形が目を開き、「デュース」と呼びかける。

真ん中の人形「ごめんね、デュース。わたしが・・・わたしがあの人と一緒になった

ばかりに、辛い思いをさせて。本当にごめんね。」
デュース「やめて、やめてよ、母さん。僕は幸せだったよ、母さん。」

母「ごめんね、デュース。お父さんと一緒になればこうなるって、分かっていたのに・・・

　　分かっていたのよ、デュース。」

デュース「違うよ、母さん。母さんも兄さんも、それにエミィも、三人だけは僕を

人間として扱ってくれただろ。嬉しかったよ、幸せだったさ。」

母「でもあなたは、村を出て行ったわ。」

最後の人形の目が開き、「そして」と語りだす。
右の人形「そしてお前は軍へ、わたしの元へやって来た。お前の才能に触れたわたしは、

　　　　　お前を引き取る事にした。」

デュース「カシム隊長・・・。」

カシム「お前の剣は、人に対する憎しみからとても乱暴なものだったが、強くもあった。

　　　　剣士として強くなったお前は、いつしか剣を通じ語る事を覚え仲間も生まれた。

　　　　わたしにとっては、実の息子と同じだったよ。」

デュース「・・・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),義父)、さん。」

カシム「あれはお前が、仲間を束ねる兵士長になった時だった。家族を迎える為にと・・・
　　　　故郷へ行ったな。」

エミーリア「そして！あぁ、そして父があんな事を。あんな酷い事をしなければ・・・」

母「ごめんね。デュース、本当にごめんね・・・」

カシム「何故だ？わたしには分からないのだ。何故なんだ、デュース・・・」

デュース、激しく俯いて、

デュース「ごめんなさい。」

エンジエル「え？」

デュース「ぅわぁ～ん、ごめんなさぁ～い(号泣)。ごめんなさい。ぼく、ぼく、そんな

つもりじゃ・・・ごめん、ごめんなさぁ～いっ！」

どっ、と泣き崩れるデュース。子供の様に泣きじゃくる。びっくり仰天エンジエル。

エンジエル「ちょっと、どうしたのよ、デュース(おろおろ)。ねぇ、しっかりして。」
泣き止まず、しゃくりあげているデュース。

エンジエル「ううう～～～(困)。どうしよう、どうしたら・・・！、ダイ・オフ！ねぇ、
ダイ・オフ出て来てよ。お願いよぉ～。」

数瞬の後、急に泣き声は止み・・・「ちぃ！」と舌打ちする声。ばっ、と立ち上がり、

ダイ・オフ「やってくれたな、アレクセイ＝クロドコレクター(怒)」

エンジエル「ダイ・オフ！良かったぁ、あんたが出て来て嬉しかったのって、これが

初めてだわ。ねぇ、ダイ・オフ。デュースは大丈夫なの？」

ダイ・オフ「けっ、言ってくれるなお嬢ちゃん。・・・聞きたいか？」

エンジエル「！？、何よそれ。どうゆう事よ。」
ダイ・オフ「・・・ところで、エンジエル。お前には『アレ』が何に見えてる？」

エンジエル「あれ？あれって・・・あの人形・・・」

一番右端の人形がエンジエルに向き直る。エンジエル、よく見直して驚く。

エンジエル「ゼフィランサスッ！？」

さらによく見て、また驚く。

エンジエル「まさかっ・・・兄さん？兄さんっ！ヴァルハロス兄さぁ～ん！！」

ダイ・オフ「なるほど、エンジエルには死んだ兄貴達に見えてる訳か。出て来いよ、

コレクター。俺は隙なんて見せねぇぜ。」

少しの間を置いてから、下手よりアレク登場。まずはその場でじっとする。出て来る時も
ひっそりと。そこに出入り口があるのではなく、気配を消して、はじめからそこにいた、て事。ダイ・オフは最初、別の方向に声をかけておいて

ダイ・オフ「そこにいやがったのか。」

で気付く。多分有効。

アレク「・・・どう言う事かな。貴様の心は、すでに壊れたはずよな。そこな娘は

反応しておるし、わたしの兵隊に問題はないぞ。」

ダイ・オフ「残念だったな。俺は『別』なんだ。痛くない訳じゃないが平気だぜ。俺には
『斬れる』からな。」

アレク「なるほど、『二人』いるのか。しかし、切れるだと？心に棲む者を切れるものか。

　　　　それが出来る者は人ではないぞ。」

ダイ・オフは一瞬にして抜刀。真ん中の人形を袈裟に斬り伏せる。

母「デュース！？」

どう、と倒れる土人形。

アレク「！、馬鹿な！！ありえない話だっ！」

ダイ・オフ、鬼気迫る表情で、

ダイ・オフ「アレクセイ＝クロドコレクターッ！！！(怒りＭＡＸ)」

アレク「！、くぅ、ラヴァーよ、行けい！」
すると、一番左手の人形がダイ・オフに向かって行く。その隙に、下手舞台奥にある扉の
書割前まで移動するアレク。ダイ・オフ、向かって来た土人形を痛い顔で斬り伏せる。

アレク「・・・まさかな、貴様それでも人間か？・・・ふっ、ははは、わたしが言うのも

　　　　変かな。・・・次は殺す。」

暗転して「ギィ～」、「バタン」。音楽は部屋の外のものに。暗転明けて、アレクの姿はなし。

エンジエル「兄さん、兄さん、兄さん・・・。・・・あれ？・・・兄さん？」

その場でくず折れ、ぶつぶつと呟いていたエンジエル、我に返る。ダイ・オフ、一つ深く
息をしてから、
ダイ・オフ「正気に・・・戻ったかい？」

エンジエル「・・・涙？デュースなの？・・・ううん、ダイ・オフだね。辛い事、あった？」

ダイ・オフ「・・・いいや、昔の家族を斬っただけさ。辛くはない、辛くはな。」

エンジエル「昔の家族・・・それってあなたの？デュースの？・・・いいえ、多分・・・」

ダイ・オフ、視線を外して、

ダイ・オフ「そう言えば、お前が見たのは死んだ兄貴達だったみたいだが・・・父母の
名は呼ばなかったな。」

エンジエル、はっ、となり、しばし間。
ダイ・オフ「ま、いいさ。人それぞれだ、お前も・・・俺もな。」

エンジエル「・・・。・・・エミィって・・・」

ダイ・オフ「うん？」

エンジエル「エミィって誰？」

しばし考えてから、

ダイ・オフ「ふぅ、ま、いいだろう。エミーリアだ。幼なじみってやつさ。そして俺達の、

　　　　　　初恋の人かな。・・・だが、もう死んだんだ、関係ねぇ。」

エンジエル「でもさ・・・」

ダイ・オフ「関係ねえ！・・・お前が気にする事じゃねぇんだ。」

さっさと歩き出し、下手舞台奥の扉前へ。暗転、ギィ～、バタン、暗転明け、で退場。

エンジエル「・・・ごめん。でも、気になったのよ。」
扉に向かって話すエンジエル。

エンジエル「そう言えばさっき、父母がどうのって言ってたっけ・・・。あんなヤツ(怒)

　　　　　　クロイツのヤツなんか親父じゃねぇ！ははは・・・親父じゃないんだよ、

　　　　　　ダイ・オフ。・・・デュース。そうよ、デュースはどうしたの？ねぇ、
ちょっと待ってってば。」

そして例の場所まで移動して、暗転。「ギィ～」、「バタン」。暗転明けると、舞台中央に

見慣れぬ人影が一つ。黒マントのその男は、背中を向けて例の扉方向を見ている。

黒マント「ヴァルハロス兄さん、か。・・・ふふふ、面白い。」

黒マントの哄笑が響く中、静かに暗転して行き、この場は終了。

第拾伍場　「心を責めるモノ」

暗転明け、ダイ・オフ、エンジエルは下手やや真ん中寄りの舞台手前辺りにいて背中向き。
歩き出そうとするダイ・オフに、中央方向に踏み出して

エンジエル「ね、ちょっと待って。」

と呼び止める。少ししてから、ちょっとだけ振り返るダイ・オフ。
ダイ・オフ「・・・何だ？」

エンジエル「何だじゃないっ！(怒)」

ダイ・オフ「・・・何だよ？」

エンジエル「もう、デュースよ。デュースはどうしたの？まだ、何にも聞いてないわよ。」

長い沈黙・・・。

ダイ・オフ「はぁ、仕方ない。(向き直り)エンジエル、先の土人形が見せたお兄様は、
お前を責めなかったか？」
エンジエル「え！？・・・責めるって言うより・・・。う～ん、ああやって一方的に

謝られるのは、確かにきついかなぁ？」

ダイ・オフ「それさ。人の心の中にある罪悪感、そいつをつつくのがクロドコレクターの

やり方なのさ。エミィの人形を『恋人』と呼んでたからな。きっと、

それぞれが別々の役割を持った人形なんだろ。真ん中が『母親』、右のが

『父親』ってところかな。そんな魔人形を作るのがヤツの力だな。とんだ
土いじりさ。」

ダイ・オフは背中を向ける。

ダイ・オフ「デュースは、その責め苦から逃げ出しちまった。あの人形は自分を映す鏡だ。
　　　　　　あいつを責めてんのはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しびと),死人)じゃねぇ、あいつ自身なんだ。そこから逃げた
んだ、今は駄目だ。昔みてぇに、俺の後ろに隠れて泣いてやがる。今は
そっとしといてやれ。クロドコレクターへの礼が先だぜ。」

エンジエル「・・・うん、分かった。」
それを聞いたダイ・オフは歩き出す。エンジエルは、それについて行く。下手はけ。暗転。

急いで裏を回って上手へ。場面変わらず、音楽そのままで暗転明けて、上手より二人登場。

そのまま下手まで歩いて行き、二人、足を止める。

ダイ・オフ「・・・ここだな。」

エンジエル「・・・ね、一つ聞いていい？」

ダイ・オフ「駄目だ。」

エンジエル「・・・。デュースの事だけど、何でそんなになっちゃったの？」

ダイ・オフ「はぁ？さっき言ったろ。」

エンジエル「逃げたのは分かったけどさ、あたしだってアレクの術にかかったのよ。でも・・・
　　　　　あんたのおかげで・・・無事だったでしょ。」

ダイ・オフ「・・・だから、俺のおかげだろ？」

エンジエル「ぶぅ(怒)。そこは否定しないけどね。でも、デュースの状態は普通じゃない。

　　　　　　そんなに・・・そんなに深い罪を犯したの？自分の心を・・・壊してしまう
ほど。それって一体・・・」

音楽チェンジ。ダイ・オフのテーマ。ダイ・オフの様子が変わり、エンジエルたじろぐ。

エンジエル「・・・、・・・あ・・・ダ、ダイ・オフ？」

擬音で言えば「ゴゴゴゴゴゴゴゴ・・・」みたいな雰囲気を纏うダイ・オフ。

しばらく黙ったまま。

ダイ・オフ「もしお前が『エンジエル』でなければ許しはしない。デュースの敵は俺が
斬る。」
エンジエル、思わず「ごくり」と、生唾を飲む。さらにややあって、

ダイ・オフ「一つだけ教えてやろう。あいつは誰も殺してねぇ。エミィを殺したのも

俺達じゃねぇ。あいつ自身の罪は、本当は大したもんじゃねぇんだ。」

エンジエル「！、あなたも自分を責めてる。」

ダイ・オフ「・・・。」

エンジエル「二人とも優しすぎるのね。」

音楽、元に戻る。

ダイ・オフ「な！ちがっ・・・。ふぅ、ま、いいけどよ。」

ちゃんと元の音楽になって、雰囲気が戻ってから、

ダイ・オフ「ちっ、おら行くぜ(怒)」

エンジエル「はい♡」

暗転して、「ギィ～」、「バタン」。

第拾六場　「心をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けが),穢)す醜き者」
暗転明けの配置は、下手舞台手前辺りにアレク。舞台奥には戦闘用ゴーレム一体。停止中。
上手舞台手前、背中向けた格好で先の『恋人』、『父親』、『母親』と同様の人形。まず、

アレク「今度こそ、貴様の心を壊してくれるぞ、傭兵！」

上手より、勢い良く飛び出すダイ・オフ。上手前の三体を一息で斬り捨てる。

アレク「何！？(後ずさり)ば、馬鹿な・・・わたしの兵隊達が・・・」

ダイ・オフ「よう、コレクター。元気だったかい？」

アレク「く、ふ、ふははは、そうか。貴様、ただの傭兵ではないのか。何者であるのか

名乗るが良いぞ。」
ダイ・オフの傍までやって来たエンジエル、

エンジエル「何だかんだ言って、随分偉そうよね。ダイ・オフよ。そして、その命を狙う
エンジエル。」

アレク「ダイ・オフ！？そうか、『死に絶える』殿の残忍さは重なりし故であったか。

　　　　なれば、兵隊敗れしも合点がゆくわ。」

ダイ・オフ「そうかい？手の内知れればこんなものだろう。さすがは一番地位の低い将軍、

　　　　　　手応えもお優しい。」

アレク「(怒)。わたしを愚弄するか。所詮傭兵は傭兵、見ると聞くでは違うと言う事だな。」

アレク、指を鳴らす。すると、それに反応して戦闘用ゴーレムが起動する。
アレク「わたしはクロドコレクターだ！そのコレクションの力を、身を以て知るがいい！」

ダイ・オフ「うるせぇ、死ねよサルがぁ！」

間に割って入った戦闘用ゴーレム対ダイ・オフ。鋭い撃ち込みを三合程、軽く受けきる

ダイ・オフ。その間にアレク、
アレク「この戦闘兵が、貴様達を冥途へ送るカロンである。」

相手の弱さに呆れたダイ・オフ、得物を肩に担いでわざと隙を見せる。それに対し、

大上段に構えて斬り掛かって来る戦闘用ゴーレム。がら空きの胴を一瞬で薙ぎ払い、
そのままアレクをも斬り払うダイ・オフ。リアクションをとって後アレク、

アレク「！？、馬鹿な・・・」

一歩後退る。

アレク「何故魔兵を斬れる・・・。何故大地将軍のわたしを斬れる(怒)！たかが一介の

傭兵風情がして良い事ではないぞっ！」

さらに後じさり、膝が力を失い始め、

アレク「王よ！ダイナスよ！！何故わたしを助けない(怒)。何故だぁーーー！！！」
そして、ばったりと倒れ伏すアレクセイ＝クロドコレクター。その命は尽きた。

エンジエル「何だかんだ言って、差別意識丸出しね。これだから貴族様ってイヤなのよね。」

 eq \o\ac(○,Ａ)ダイ・オフ、鞘を拾って剣を収める。エンジエルの所まで戻って来て辺りを見回し、

ダイ・オフ「・・・とりあえず、片は付いた様だな。」

エンジエル「そうね。・・・ね、デュースの様子はどう？」
きっ、と睨むダイ・オフ。ふぃっ、と視線を外すエンジエル。中央手前に扉がある訳で、

そこまで言って「ふんふん」とわざとらしく『盗賊チェック』をしてみたりする。

エンジエル「さすがに自分が出入りするつもりの扉には、罠なんて仕掛けてないわよね。」

ダイ・オフ「・・・。・・・たく、俺は『天使』なんて呼ぶ気はねぇが、お優しいこったな。」

エンジエル「え？何か言った？」
ダイ・オフ「ふん。とにかく片は付けた。デュースもだいぶ落ち着いた。・・・今は

眠ってるよ。その内、目を覚ますさ。」

エンジエル「・・・そっ。良かった。」

ダイ・オフ「・・・ふん(ご機嫌斜め)」

エンジエル「？・・・よし。それじゃあ改めて、上を目指しましょ。」 eq \o\ac(○,Ａ)
 eq \o\ac(○,Ｂ)しばらくの後に、ダイ・オフ振り返り、エンジエルを見る。
ダイ・オフ「エンジエルも、戦いに慣れてきた様だな。ふむ、少したくましくなったか？」
エンジエル「やめてよ、気色悪い。それに気にしてんのよ。こんなに力こぶのある女の子
なんていないんだから・・・」

ダイ・オフ「いい事だろ？お前さんはデュースの世話焼く為に、ここにいる訳じゃねぇ
んだ。強くなれなきゃ、ただの足手まといだぜ。」

エンジエル「足手、まとい？」

ダイ・オフ「い、いや、だからよ。言ったろ、少しはたくましくなれたな、てよ。」

エンジエル「うん・・・(ぐすっ)、ありがと。」

ダイ・オフ「・・・はぁ。((小声で)「これだから女ってヤツは」)・・・それでな、話が

あるんだがね。」
エンジエル「・・・なぁに？」

ダイ・オフ「デュースも今はこんなだしな、エンジエルがもっと強くなれたら負担も

軽くなる。・・・足手まといと思われるのは悔しいんだろ？」

エンジエル「そうは言うけど・・・どうしろってのよ。」

ダイ・オフ「ま、気持ちの問題さ。このまま盗賊の業を突き詰めるか、自分で闘える様に

なりたいか。・・・どっちだ？」

エンジエル「・・・そりゃあ、あたしだって一人で戦える様になりたいわよ。」
ダイ・オフ「・・・そぅ、か。・・・もう少し話そう。闘うという事の意味、解るかい？」

エンジエル「え？そのまんまじゃん。今だってあたし、そこそこやれてるでしょ？」

ダイ・オフ「ギルドマスターの娘、とは言っても。ディアマンテ・ギルドは、

職業シーフの組合という色が強かった様だな。あまり裏の世界は知らないと
見える。」

エンジエル「なっ、何よそれ(怒)。あたしだって・・・」

ダイ・オフ「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ヴァージン),処女)の女盗賊に会ったのなんざ、初めてだぜ。」
エンジエル「！(顔を真っ赤にして、あたふたする)○×△☆♡♢♠♣・・・えっち(怒)」

ダイ・オフ「くっくっく、可愛いねぇ、エンジエルちゃん。いいかい、男をたらしこむ、

てのは、盗みや・・・殺しに、役に立つテクニックなのさ。」
エンジエル「！、殺し・・・。」

ダイ・オフ「そう、人を殺せる者と殺せない者。話を戻すぞ。つまりは、その覚悟が

あるかどうかが最初のハードルだ。手業を突き詰めるならいらないモノだ。」

ダイ・オフは、しばしエンジエルを見つめた後、体をずらして視線を外す。

ダイ・オフ「ただ、俺達二人に足りないものは、まさにその手業の様なものだ。どんな
化け物でも俺とデュースで何とかするが、罠やお宝はそうもいかねぇ。」
エンジエル「どうしたのよ、急に？あんた、あたしを戦わせたかったんでしょ？自分の
身は自分で守れ、そうゆう意味なんでしょ？」

ダイ・オフ「・・・ご名答。俺にとって、デュースって奴はこの世で一番大切な男だ。

　　　　　　何故か自分自身よりも、大事だと思っちまってる。・・・。そのデュースは、

　　　　　　お前に闘ってほしいと思ってる、と思うか？・・・。いいや、デュースは
自分の命を懸けても、お前を護ろうとするよ。だから俺は、エンジエルを
闘わせたい。だがそれは、デュースの望まぬ事なんだよ。・・・。
よく考えるんだ。人を殺せる様な女に・・・俺だってさせたくないさ。

・・・デュースはきっと悲しむ。」

エンジエル、俯きながら長く考える(話を聞いている最中から)。そして静かに、

エンジエル「・・・解ったわ。」

その言葉に、振り返りエンジエルを見るダイ・オフ。

エンジエル「確かに、戦力として足手まといなのは悔しいけど・・・」

ダイ・オフ「そうか・・・そうだな、それがいい。」

エンジエル「(元気に(つまりは、「空元気も元気」というやつ))やるからにはがんばるわよ。
　　　　　　ちゃんと失敗からも学んで、魔法のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(トラップ),罠)にだって対応出来る様になってみせる
わ。」

ダイ・オフ、「ふっ」と優しく微笑んでから、落ちている鞘を回収し、剣を収める。

ダイ・オフ「期待してるぜ。魔法の針の山なんてごめんだからな。」

エンジエル「魔法の針の山って何よ(笑)。一体、どんなんよ。」
言いながら、中央手前にあるつもりの扉へ移動。横まで来たダイ・オフに向かって、

エンジエル「さぁ、先を急ぎましょ♡」 eq \o\ac(○,Ｂ)
( eq \o\ac(○,Ａ)～ eq \o\ac(○,Ａ)のＡパートと eq \o\ac(○,Ｂ)～ eq \o\ac(○,Ｂ)のＢパートの二つがあるが、本来はＢパート。Ｂパートは

ゲーム中ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(クラス),職業)チェンジの選択シーンなので、脚本化に当たり不要と考えてＡパートを

先に書いた。しかし、キャラクターを描く上では重要なシーンである、と思い直し

Ｂパートを追記した。Ａパートを残したのは、全体が長いのでカット候補として。)
暗転して行き「ギィ～」、「バタン」。音楽そのまま、ダイ・オフとエンジエルの二人だけ

はける。他の面々はそのままをキープの事。アレクの死体を見下ろす位置に黒マント。
背中を向けて、まだ顔は明かさず。暗転明ける。

黒マント「アレク・・・敗れたか。王の呼んだ男が彼の男だとの判断、少し早すぎたかも

知れん。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こなた),此方)の男の強さも本物に見える。」

思案げに少し歩き、

黒マント「王の言っていた『死神』が、まさかダイ・オフだとは思わなかったからな。

ふむ、間違いがあっては困るか。挨拶でもしてこよう。」
さっきも今も、本当は空中に消えて行くか、突然姿が掻き消えるのが理想だが、無理

だもんね。なので、暗転して、素早くはけて、暗転明ける。それから本当に暗転。

もしくは、突然現れる、をやっているので、普通に暗転一回で次へ。

第拾七場　「地上への光り」
暗転明け、配置は舞台中央奥辺りにダイ・オフとエンジエル。ダイ・オフがエンジエル

から見て右隣。背後には、あるはずの「扉の書割」なし。ダイ・オフ、下手を見やり、

ダイ・オフ「おや？どうやら一回りして来た様だな。ここはさっきの階段前だぜ。」

エンジエル「ここまでの部屋とか通路には、別の階段とか無かったわよね。ん？」

エンジエル、背後が壁である事に気付き、
エンジエル「あら・・・そうよね、さっきは扉なんて無かったもん。一方通行の隠し扉

だった訳だ。・・・だったらどこかに、隠し扉でもあるのかしら？」
ダイ・オフ「いいや、その必要はなさそうだぜ。地底魔王アレクを倒して、お姫様は

地上へ戻りました。そんなトコかな、エンジエル姫？」

エンジエル「・・・何よそれ、気持ち悪い。」

ダイ・オフ「悪かったな(怒)。(下手をアゴで指して)おら、階段使える様になってるぜ。」

エンジエル「わ、悪かったわよ。でも、似合わない事言うあんたがいけないのよ。

　　　　　　・・・え？今、何て言いまして！？」

ダイ・オフ「ここから一階へ戻れそうだぜ。ダミーだった訳じゃなく、出口が塞がれてた

だけらしい。」
エンジエル｢良かったぁ～。やっぱり、地下に閉じ込められるのって不安だったのよ。

　　　　　これでやっと、一息つけるわね。」

ダイ・オフ歩き出し、エンジエルもそれに続く。

ダイ・オフ「まったく、やれやれだぜ。」

下手へはけて行き、暗転しながら「コツコツコツコツ」と階段を上る音。

第拾八場　「謁見の間・西側控え室」

暗転が明けると、中央舞台奥やや上手寄りに衛兵一人。下手よりダイ・オフ、エンジエル

登場するが、すぐにエンジエルがダイ・オフを引き止める。
エンジエル「ちょっと、あそこに兵隊さんがいるよ。」

ダイ・オフ「・・・あぁ、いるな。」

エンジエル「あぁ、いるな。って、あんた。・・・まずいんじゃない？」

ダイ・オフ「そうでもないさ。なんなら、挨拶でもしてみたらどうだ？」

ジト目でダイ・オフを見やってから、エンジエルは静々と衛兵に近付いて行く。

エンジエル「・・・あのぉ・・・」

衛兵「・・・。」

無反応な衛兵の顔を覗き込むエンジエル。

エンジエル「・・・人じゃないわ、この兵隊さん。アレクの土人形だったのね。もう、
動かないみたいだわ。」

ダイ・オフ「そうか。まぁ、人の気配は感じなかったから、危険はねぇと思ってはいたが・・・。」
エンジエル「こうなると、城内の使用人なんかは怪しいモンね。み～んなお人形さん、

何て事も有り得るわね。・・・ねぇ、デュースが入り口の所で気配を探ってた

みたいに、あんたも人の気配とか・・・探れる訳ね。」

ダイ・オフ、何とはなしに辺りを見回し、

ダイ・オフ「・・・そうだな、人の気配はあんま変わってねぇぜ。何せ、一人減っただけ

だからな。だが、『動くモノの気配』だったら激減したな。エンジエルの

言った通りなんじゃないか。」
エンジエル「みぃ～んな、お人形さん・・・。」

ダイ・オフ「ま、その辺の事も聞いてみるといい。」
エンジエル「？・・・誰によ。」

ダイ・オフ歩き出し、エンジエルを置いて行ってしまおうとする。

エンジエル「ち、ちょっと、待ちなさいよ。」

エンジエル後を追い、二人とも上手はけ。暗転。

第拾九場　「謁見の間、そして・・・」

シーンとして、可能な限りの大きな肖像画の書割が欲しい。それは「亡き王妃」の肖像で、
人物も、絵としても綺麗であると好い。位置はやや上手。王妃の玉座の奥辺り。それに

関連して、玉座について。出来れば二つ、舞台中央に下手寄り王の玉座。上手寄り王妃の
玉座。最悪、王の玉座だけはあった方が好い。その場合、肖像画はより上手寄り。前者の
場合王妃の玉座、後者の場合王の玉座の、上手側横に黒マントが肖像画を見上げて佇んで
いる。暗転明けてから下手よりダイ・オフ現れて、遅れてエンジエルがダイ・オフの横へ。

エンジエル「誰か、いるわ・・・。」

警戒しながら、玉座を挟んで対峙する様に舞台手前へ移動。黒マント、後ろ向きのまま、
黒マント「ようこそ剣士殿。お連れのご婦人も、よぅ参られました。」

それから静かに振り返り、

黒マント「王に成り代わって御礼申し上げる。剣士ダイ・オフ殿にエンジエル嬢。」
エンジエル「！・・・何で名前を知ってるの？あたし達は初対面よ。ええと・・・」

黒マント「これは失礼。私の方は、先程のアレクセイ将軍とのやり取りを見させて頂き、

　　　　　勝手に親近感を覚えてしまいました。申し訳ない。」

ダイ・オフ「それで、お前は何者なんだ？」

エンジエル「！、いくら何でも失礼よ、ダイ・オフ(怒)」

ダイ・オフ「うるせぇなぁ。さっきのアレク戦を覗き見してた様な奴に、無礼も失礼も

あるかよ。」
エンジエル「・・・そう言えば、そんな事言ってたわね。」(ジト目で見やる)

黒マント「・・・お気を悪くなさらないで下さい。それぞれの将軍が支配するエリアには

　　　　　口を出さないルールなのです。地下はアレクセイ将軍が支配するエリアなので

　　　　　ご挨拶が遅れてしまいました。私はヴィンセント＝ホロゥ。この謁見の間と

　　　　　王の身を護る役目。よろしくお願い致します。」

エンジエル「なら、ヴィンス将軍ね。あなたは、アレクの奴とは違うと考えていいの
かしら？」
ヴィンス「はい、私には敵対の意思はありません。」

ダイ・オフ「今は、てトコだな。言葉使いはヤワだがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(したて),下手)にゃ出ねぇ。それに、闘気の
方はヤワじゃねぇしな。」

ヴィンス「これでも将軍ですから。それとアレクセイ将軍ですが、すでに死んだ身ですし

　　　　　お許し願いたい。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かの),彼)暴挙にもそれなりの理由があるのです。」
エンジエル「理由？」

ヴィンス「はい、王の予言がその理由です。王は私達にこう言われた。長年待ち望んだ

客人が来訪すると。それと共に、その客人の未来の敵も現れると。」

エンジエル「未来の、敵？」

ヴィンス「はい。そしてあなた方より先に一組、剣士のパーティーがやって来ました。

私達は彼らを客人と考えた為、後から現れたあなた方を・・・。」

エンジエル「敵と思って攻撃して来た、と。」

ヴィンス「はい。」

ダイ・オフ「それじゃあヴィンス、あんたは何でここにいる？敵と仲良くおしゃべり

ってのは問題だよな。」

ヴィンス「・・・その敵ですが、本当にあなた方の事でしょうか？」
ダイ・オフ「あん！？」

ヴィンス「王の言う客人とは剣士である。判っているのはそれだけです。先に現れた

パーティーのリーダーは剣士でした。客人と考えた最大の理由です。」

エンジエル「ちょっと待って。それならダイ・オフの方かも知れないじゃん。」

ヴィンス「はい、強い剣士と言うならダイ・オフ殿かも・・・デュース殿かも知れない、

　　　　　そう言う事です。」

エンジエル「ゔ・・・え、強い剣士？」

ヴィンス「王が待つ客人ですからね。それなりに強くて当たり前。『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐどうしゃ),求道者)』殿は確かに

強いお方でした。」
エンジエル「求道者さん？」

ヴィンス「王の予言によれば来訪者は五人。『愛人・求道者・死神・信者・天使』の五つの
名で表す事が出来ると。お二人はまさに、『死神』と『天使』、ですな。」

エンジエル「それでアレクの奴、初対面なのにあたし達の事を天使だの、死神だのと・・・。」
ダイ・オフ「それでヴィンス？あんたが何故そこまで話してくれんのか、が、まだ

分からんね。」

ヴィンス「簡単な事です。あなたも強い剣士だったからですよ、死神ダイ・オフ。

あなた方の方がお客人かも知れないと、知ったからです。」

エンジエル「でも、そうじゃないかも・・・。」

しばし間。ゆっくりと、また背を向けるヴィンス。

ヴィンス「はい・・・判りません。ですがこのダイナスの城、弱い者に王が面会を許す程

　　　　　甘くはありません。」(そして肖像を見つめるヴィンス)

ダイ・オフ「答えはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おのずか),自)ら現れる、それがお前の考えと言う事かな、ヴィンス将軍。」
ヴィンス「えぇ、まぁ・・・そんなところです。」

ややあって、

ヴィンス「・・・美しい絵でしょう。王妃の肖像画です。・・・今は亡き王妃のね。」

エンジエル「え？えぇ、そうね。綺麗な人・・・え、亡くなった？」

ヴィンス、少し意外な顔をして、半身になってエンジエルを見やる。視線を戻してから、

ヴィンス「そう、確かに綺麗ですね。(間)この先、二階へ行くともう一人の将軍に出会う事
でしょう。彼女にはお気を付け下さい。」
エンジエル「彼女？女性の将軍様なの！？」

ヴィンス「はい、実に美しい女将軍です。彼女はきっと、あなた方を襲って来るでしょう。」

エンジエル「え、何で？その人は、もう一方の奴らをお客さんとして認めちゃったとか？

　　　　　　だからあたし達を、敵と見て襲うって事ん？」

ヴィンス「いえ、彼女にとっては皆敵なんです。王の客人であれば、自分にやられる様な

　　　　　弱者の筈がない。ならば城へ来る者全てと戦えばいい、と言う事です。」

エンジエル「う～ん、何とか話し合えないかな？」

ヴィンス「さて、無駄とは思いますが何とも。」

ここで振り返り、一度二人を見回してから、
ヴィンス「どうも挨拶が長くなりすぎましたね。私はこの辺で失礼させて頂きましょう。」

エンジエル「え！？もうっすか？もっと色々・・・ほら、王様の事とか聞きたいし・・・。」

ヴィンス「追い追い分かる事です。・・・では行くとします。またお会いしましょう、ね、

　　　　　デュース殿。」

エンジエル「え！？」

暗転。ヴィンス素早くはけて暗転明ける。

エンジエル「・・・消え、ちゃった・・・」

デュース「・・・。・・・今の男は何者だ？」

エンジエル驚き、デュースに向き直りマジマジと見る。

エンジエル「デュース？・・・デュースぅ♡」
デュース、静かに向き直り、

デュース「ダイ・オフが優しくてね、もう大丈夫。心配、してくれてありがとう。」

エンジエル「あ、当たり前じゃない(ぽっ♡)」

ダイ・オフ「けっ(怒)・・・デュース、本当に話すのか？俺は反対だぜ。」

エンジエル「？」

デュース「必要だと思うんだ。いつまでも過去から逃げ続ける訳にはいかないし、少なく
とも、エンジエルはもう旅の仲間だ。知っていてほしい。俺達の真実を、

俺自身の為に。」

エンジエル、その言葉に少しさみしい顔をして、すぐ(空)元気に、

エンジエル「そうよ！あたしはダイ・オフの首を狙ってるんだから、これから先も

ずぅぅっと一緒にいるのよ。でしょ？」

ダイ・オフ「ふん(怒)勝手にしな。エンジエルはお前の連れだぜ、デュース。俺とは相性

悪くて疲れるんだ。しばらく休ませてもらうぜ。」
エンジエル「いぃ～だ(怒)」(口の端を、可愛く両手で引っ張ってね)

デュース「俺が負担をかけたからな。・・・俺自身の為さ、ダイ・オフ。」

ダイ・オフ「・・・」(ここでしばらくの睡眠状態に入っている訳です)

エンジエル「話ってさ・・・エミーリアさんの事、とか？」

デュース「・・・順を追って話そう。ある《悪魔》と呼ばれた少年の話だ。」

照明が暗くなり、音楽がフェードインしてくる。元の曲はフェードアウト。
デュース「その少年は、デュースというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),忌)み数字を含む名を父より授かった。その父は
死んだと聞かされていて、会った事すらない。その少年には母と兄がいた。
兄は母の連れ子で異父兄弟になる。だがその少年には優しい家族だった。
幼なじみの女の子と家族だけが、その少年の味方だったんだ。」

エンジエル「その女の子が・・・エミーリアさんね。でも何で、その・・・他の人は
味方じゃないの？」

デュース「父の所為さ。少年の父だが、実はまだ死んではいない。妻子を捨てて故国へ
帰ったのさ。・・・《魔界》という名のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるさと),故郷)へ。」

エンジエル「魔界？どうゆう事？」

デュース「少年の父親は魔族の男だったのさ。つまりその少年は、デュース少年は・・・
この俺は人間じゃないんだ。」

長い―長い沈黙があって、

エンジエル「あ、でもさ、ほら・・・。デュースのお母さんが愛した人なんでしょ。

魔族かも知れないけど悪魔なんかじゃないよ。それにね、父親がどんな人で

あってもデュースはデュース！あなたは決して悪魔なんかじゃないわ。
・・・まぁ、ダイ・オフは死神だけどね、うふふ♡」

沈黙―デュースはエンジエルを見つめたまま。

デュース「ありがとう。今はエンジエルが味方でいてくれる。嬉しいよ。」
エンジエル「！・・・デュースっ！」
感極まったエンジエルはデュースの胸に飛び込んでしまう。最初は戸惑っていたデュース
だが、いとおしく背中に手を回し、担いだ得物も下げ、頭を抱いてやる。時間が経ち、
落ち着きを取り戻したエンジエルは体を離す。その時に、つい、

エンジエル「ごめんなさい・・・」

と、謝ってしまう。その自分の言葉に「はっ」となり、さみしい表情を隠すように背中を

向けてしまう。それを見てデュース、得物を担ぎ直しながら、つい、
デュース「いや、俺の方こそ・・・ごめん・・・」
と、謝ってしまう。お互いに惹かれ合いながらも、兄や過去、ダイ・オフの存在等、未だ

整理のつかない想いに素直になれずにいる二人・・・。

エンジエル「・・・続きを、続きを聞かせて。」
デュース「・・・あぁ。父の事で俺は、悪魔と呼ばれ忌み嫌われた。母と兄、そして
エミィだけが俺を人間扱いしてくれたんだ。」

エンジエル「エミィさん・・・デュースの事を好きだったから？」

デュース　「・・・さぁな。子供だったから仲の良い友達を差別視しなかっただけかも
しれん。俺がエミィへの恋心に気付いたのも、村を出た後だったからな。」

エンジエル「村を？」

デュース「あぁ、十二になってすぐだ。俺が村を出れば兄達への差別も軽くなるだろう、という子供の浅い考えさ。」

話に夢中になりだしたエンジエル、振り返って、

エンジエル「十二歳！？ そんなに早く村を！？どうやって生活してたの？」

デュース「村では喧嘩ばかりしてたからな。だから腕っぷしには自信があったんだ。都へ
行きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へいえき),兵役)に就けば飯に困る事もない。俺が生まれた国はそれなりに平和だった
から左程の危険もなかった。」

エンジエル「それでこんなに強い訳ね。そんな子供の頃から剣を握ってたんだ。」

デュース「師が良かったのさ。カシム隊長が俺を拾ってくれたから何とかなったんだ。

カシム隊長は師として厳しく、父として優しく接してくれたんだ。俺は強く

なったし、隊長の身内も同然だったから城にも入れてもらえた。その時に

本だけはたくさん読んだよ。」

エンジエル「へぇ～、それで封印の事とか色々と知ってるのね。」

ここで間を取ってから、エンジエルを見つめるデュース。

デュース「十五の頃には、隊長の薦めもあって兵士長に出世した。・・・都で過ごした
三年間が・・・唯一の幸せの記憶だ。」
エンジエルを見たまま、先を継げなくなるデュース。

エンジエル「デュース？」

デュース「怖いんだ。本当の自分を知られたら君に嫌われるんじゃないかと思うと、

怖いんだ。その先の・・・本当の自分を。」
エンジエル「・・・。・・・あたしね、親父の本当の子供じゃないの。」

デュース「エンジエル！？」

エンジエル「ヴァルハロス兄さんが話してるのを聞いちゃってね。あたし達兄妹の両親は

ずっと昔に殺されたって。だから本当の肉親は兄だけだった。だから兄が

殺されたと聞いた時、殺して仇を取ろうと近付いたの。・・・もしかしたら

あたしの兄さんへの気持ちって、普通の妹が兄へ抱く愛情以上のものだった
のかもね。あたしね、兄さんとの血縁も疑ってたの。父がそうなら兄だって、
とか思ってね。でも、もしもそうならあたしは一人ぼっちになっちゃう
でしょ。信じるしかなかった。だからあたしにとって兄さんは全て
だった・・・。」
デュース「・・・。」

エンジエル「あの時、二人がサイサリスを倒してくれた時、ゼフィランサスも死に親父も

死んだと聞かされて泣いちゃったでしょ。本当に一人ぼっちになっちゃった
から。でもね、あの後家に帰って親父の亡骸を前にしたら大笑いしたわ。
何故って？仇が討てたからよ。」

デュース「仇？」

エンジエル「そう、仇。あたし達兄妹の両親を殺したのは、育ての親、

クロイツ＝ディアマンテだったの。・・・一方では父と慕いその死に涙を流し、
裏では仇が死んだと言って笑って喜ぶ。あたしはそんな汚れた女よ。」

デュース「・・・エンジエル。」

エンジエル「どぉ？嫌いになった？」

デュース「え！？」

エンジエル「あたしみたいな薄汚い女は嫌いになった？」

デュース「そんな事ない。そんな事ないさ。」

エンジエル「あたしだって嫌いになんかなるもんか。あたしは・・・あたしは大好き

だもん、デュースの事。」

その言葉に、驚き、勇気付けられるデュース。エンジエルに慈しみに満ちた微笑を向ける。

デュース「ありがとう。話す勇気が出て来たよ。・・・十五で兵士長になった俺は、家族を
都に迎えようと村へ行ったんだ。」
エンジエル「(ぐすっ)うん。」

デュース「しかし会えなかったよ。母と兄がいない理由は、はっきりしなかった。人に
よって答えが違うんだ。エミィもいなかったが、その理由もはっきり

しなかった。嫌な予感がしたんだ。久しぶりの我が家には、微かに血の臭いが
した。戦場を経験したからこそ判る程、微かに・・・。」

エンジエル「血の臭い！？ どうしてそんな・・・」

デュース「俺はそのまま家に泊まった。答えはその日の夜知る事になる。炎の熱さに目が
覚めたその夜に！」

エンジエル「炎！ まさか・・・！？」

照明が赤く、辺りを照らしだす。

デュース「そこはすでに火の海だった。窓から見えたのは、家を取り囲んでいる村人達の
姿だった。その手に燃え盛る松明を掲げていた。それを先導していたのは・・・村長でもあったエミィの父親だった。」

エンジエル「！？」

デュース「そして聞いたんだ。奴らの、悪魔共の言葉をっ！「せっかく悪魔の家族と
その花嫁を殺したのに、悪魔自身が帰って来たのでは意味がない！これ以上の
災いを村にもたらす前に殺してしまえ」
「せっかく殺したのに」
「せっかく殺したのに」だとっ(怒)。ふざけるな！ふざけんなっ！俺が、俺達が
一体何をした！？何かしたかよ？母を殺され、兄を殺され・・・奴は自分の
娘まで殺したんだ。俺の所為で・・・母さんも兄さんも、エミィだって皆

俺の所為で殺されたんだっ！俺が人間じゃないから！！俺が普通の人間じゃ

ない所為でっ！俺の・・・この俺の所為でっ(怒)」

エンジエル「デュース・・・ねぇ、落ち着いて。落ち着いてよ、デュース。あなたの
所為じゃない！あなたは悪くないよ、デュースっ！！」
デュース「はぁ、はぁ、はぁ・・・。すまない、大丈夫・・・もう大丈夫だ。」
エンジエル「デュース・・・もう、もうやめましょうか？」
デュース「いや、聞いてくれ。聞いてほしいんだ。・・・もう大丈夫だから・・・」

エンジエル「・・・。・・・うん、聞かせて。」

デュース「・・・実は、その後の記憶は、はっきりしないんだ。・・・次に意識を取り
戻した時には全てが終わっていた。村人全員を、俺が斬り殺していたんだ。」

エンジエル「！！！」

デュース「ダイ・オフは俺と違って火に強いところがある。だから、炎の中から脱出し
村人を斬り殺したのは自分だ、と言っているがね・・・多分それは違う。
ダイ・オフにもその時の記憶はないからな。そして次に意識を取り戻し村人の
死体の山の上で血の涙を流し声をあげて泣き叫んでいたのは、まぎれもなく、
俺の方なんだ。」

エンジエル「デュース・・・」

デュース「理由はどうあれ、俺は罪人となった。すぐに追っ手がかかるのは解っていた
から死に物狂いで逃げたよ。」

エンジエル「何で！？ ちゃんと訳を話せば・・・駄目、よね。」

デュース「あぁ、戦場とは違うからな。ただの大量殺人さ。何より俺の中には罪の意識
なんてなかった。家族を失った悲しみさえもね。俺の中にあったモノは唯一つ、
死ねない、死にたくないという《生への執着》だけ。それがさらなる罪へと
繋がって行くのさ。」

エンジエル「さらなる・・・罪！？」

ここで照明が暗く戻る。

デュース「三日三晩走り続けた俺は、ついに国境へと辿り着いた。さすがに関を破るのは
危険と森へ入ったのだが、追っ手はそれを見越していたんだ。」

エンジエル「待ち伏せね。」

デュース「あぁ、気付いた時にはすでに囲まれていた。そいつらは口々に何事かを叫んで
いたが俺には分からなかった。捕まれば殺される、という思いでまるで周りが
見えなくなっていたんだ。逃げる俺の背後から、追っ手に左腕を掴まれた時・・・

あまりの恐怖にダイ・オフが目醒めたのさ。」

エンジエル「ダイ・オフが！？」

デュース「実は、ダイ・オフがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おもて),表)に現れたのはこの時が初めてだった。生まれたのは
ずっと以前だという事だが、それまでは一度も現れた事はなかった。
ダイ・オフの方は俺の事を《いつも側にいる友達》として知っていたそうだが、
俺はまったく、ダイ・オフの存在に気付いていなかったからびっくりしたよ。
何が起こったのか分からずにね。」

エンジエル「え！？それじゃあ、その時には意識があったのね。」

デュース「あぁ。それが人格交代だと知ったのは少し後だ。この時から俺達二人は
どちらがスポットに出ていても意識を共有出来る様になった。」

エンジエル「人格交代・・・意識の共有・・・」

デュース「ダイ・オフは俺を護る為、追っ手を斬り倒していった。俺はと言えば、
ダイ・オフの後ろで震えていたよ。俺はそのまま眠っちまった。ダイ・オフも

追っ手を全て斬り伏せると眠りについたそうだ。体の方が疲れきって
いたんだな。昼頃になって、ようやく俺が目を覚ました。そして陽の光の中で
初めて追っ手達の顔を見た。・・・俺の仲間である部下達だった。そしてそれを
率いていたのはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちち),義父)、カシムだったんだ。」

エンジエル「そんな！？」

自らの得物を掲げ、眺めながら

デュース「このバスタード・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ソード),スウォード)は、その時にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちち),義父)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なきがら),亡骸)から奪ったのさ。自らの
罪の証に、と言えば聞こえはいいが良い剣である事を知ってたからな。
愛しい者達の亡骸ですら野に棄てて逃げたのさ。俺はその時にこそ、本当の
罪人になったのかも知れない。」

エンジエル「デュース・・・それは・・・仕方のない事だわ。仕方のない事・・・」

デュース「・・・そうだな。俺もそう思う様にしているんだがね。」

ここで照明の明るさが元に戻り、音楽もフェードアウト→フェードインで元に戻す。

デュース「それからは俺達二人で旅をしている。罪を犯した故国から逃げる為、そして
生き続ける為にね。」

エンジエル「その為に就いた仕事が傭兵で、そして実力に見合った通り名が付いたのね。
死に絶える(＝)ダイ・オフと。」

デュース「ふぅ・・・嫌いになったか？」

エンジエル「・・・ふふ♡反対よ。あたしの秘密も話したし、あなたの秘密も聞いたのよ。

嫌いになんかなる訳ないわ。とても身近に感じられるもの。
もう《ただの旅の仲間》だなんて言わないでしょ？」
言われて少し戸惑い、そして少し照れながら、

デュース「あぁ、《特別》な仲間さ。・・・これからはエンジエル、君を護る為に生きて

ゆきたい。ただ生き続ける為ではなくね。」

エンジエル「・・・うん、守って。これから先、ずっと、ずぅっっっと。」

そして今度は、二人自然に抱き合う。一度暗転。離れて、暗転明けて、

エンジエル「さぁ～て！それじゃあ先へ進みましょ♡レッツら、ゴォー！！」

二人、上手へはけようとする。その時にふと肖像画に目が留まるエンジエル。デュースも

残る。
エンジエル「本当に綺麗な人。やっぱり王妃様ともなると、普通の人とは違うのかしら？」

デュース「ふ～ん・・・」(何か気付いた風)

エンジエル「あれ？ここに書いてあるのは共通語だわ。あたしでも読める。え～と・・・

　　　　　　ミンシア＝ホロゥ、ダイナス王妃となる。・・・あら？この日付おかしいわ。

　　　　　　これじゃあ二百年以上前にこの絵が描かれたって事になっちゃうけど・・・

　　　　　　何代か前の王妃様って事？変ね？」

デュース「エンジエル、先に行こうか。」

エンジエル「ん？あぁ、そうね。分かったわ。」

二人上手へはけて暗転。

第弐拾場　「謁見の間・東側控え室」

暗転明け、やや下手寄りに衛兵人形。下手より登場のデュースは、まるで無視の素通り。
その後に続くエンジエルは、一応警戒しといて顔も覗き込む。が、最早人形達は動けない。

そのまま上手まで移動して、

デュース「さて、ここから二階へと上がれる様だ。準備はいいか？」

エンジエル「確かこの先には女将軍様がいるのよね。」
デュース「・・・殺気も、闘気も、さらに魔力も感じる。・・・気をつけろ。」

エンジエル「・・・うん。」

そうして二人は上手はけ。暗転しながら「コツコツコツコツ」と階段を上る音。

第弐拾壱場　「二階・東側バルコニー入り口」

配置は以下の通り。真ん中舞台奥にバルコニーへの入り口の書割。東と西の差を明確に

する為に中央にテーブル・花瓶。上手が階段で、下手が奥への通路。暗転明けて、二人が
上手より現れる。二人、険しい表情でゆっくり歩き、下手で止まる。

エンジエル「・・・(ごくり)あたしにも分かるわ。凄く、怖い感じ・・・。」
デュース、エンジエルの瞳を見つめて、

デュース「・・・エンジエル、大丈夫だな。」

エンジエル「・・・うん！」

そして下手はけ。はけながら暗転。

第弐拾弐場　「魔法の脅威・女将軍カサンドラ」

舞台中央やや下手に一人の女性。本当は、上半身甲冑で下はレオタード、というイメージ

だが、甲冑もレオタードも難しいだらう。ので、鎧っぽいモンの上から黒マント、デニム

のストレッチパンツに革のブーツ、腰の革ベルトに剣を差し、革の手袋。ヴィンスのトコ

で触れ忘れたが、ヴィンスと彼女は肌が黒い。化粧等を考慮して、肌の露出は最小限に。
暗転明けて、二人が上手より登場。

女「フリィィィズ！そこまでよ、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ボーイ),Boy) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(アンド),&) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガール),Girl).」

エンジエル「へ！？ぼぉいぃ？・・・て、そう言やデュースっていくつだろ？

ねぇねぇ、いくつぅ♡」

デュース「・・・二十五。」

エンジエル「あら、結構大人♡でも実際の歳より若く見えるよね、デュース。

格好いいのって得だよね、絶対。だから少年呼ばわりしたのかにゃ？」

女「ほほ♡あたしから見れば皆ガキ、って事だわ。さ、お帰りなさいEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チルドレン),Children).
ここにはおもちゃなんてないわよ。」
エンジエル「むぅ、分かってるわよ(怒)。それに、あたしから見れば、って言う程の歳には

見えない・・・って、あれ！？以前どこかでお会いしました？」

女「・・・いいえ、会うのは初めてね、『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(エンジェル),天使)』。そちらは・・・『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゴッドブデス),死神)』、かしらね。」

デュース「どう言う事だ、エンジエル？」

エンジエル「う～ん・・・ん！？あ、そうか！絵だ。あの絵の女の人に似てるんだよ。
　　　　　　ヴィンスの見てた絵よ。」

女「・・・。」

デュース「・・・？そうかな？もっとこう・・・柔和な感じだったろ、王妃は。」

エンジエル「ちょっとデュース。そんな言い方しないの。」

女「ふん(怒)、構わないさ。だからさっさと出て行きなよ。」

エンジエル「そうはいかないけど・・・うん、間違いないわ。あなたは、え～と・・・

ミンシア様。王妃のミンシア様ですよね。」

女「ふん(怒)、違うわよ。あの女は死んだの。あたしはね、カサンドラ。
魔導将軍カサンドラ＝ソウルクィーン。」
デュース「カサンドラ？まるで魔女だな。」

カサンドラ「・・・！」

エンジエル「あ、それ知ってる。童話「ウィッチフォレストのカサンドラ」ね。幼い頃に

聞いて、怖くて眠れなくなった覚えがあるわ。」

カサンドラ「うふ、あはははははは♡何だい？あたしが魔女だって？あんたら何も

知らないフリなんかして、とんだ茶番劇を見せてくれたものねぇ(怒)

そう言えばヴィンセントの奴を知ってた様だしね。奴に何か頼まれたの
かい？あたしを殺す依頼でも受けたのかい？」
エンジエル「ち、ちょっと待ってよ。一体何の話？」

カサンドラ「知らないね！自分の無い胸に手を当てて考えな。問答無用だよ。」
エンジエル「(ぬ、に点点の)ぬ(怒)。確かに小振りだけど人並み・・・以下だけど無い事
ないわよ(怒)。こんの、おっぱいお化け！山椒は小粒でもピリリと辛ぇ

ざんしょ！」
この辺りの「サイズ」関係は、役者次第なところ・・・。人によっては無理がある、って

事で。キャラクター描写でもあるので、基本はこのまま。

デュース「・・・、・・・。」

カサンドラ、静かに剣を抜き放つ。

デュース「・・・はっ！エンジエル、後ろに下がってろ！」

エンジエルを庇い、デュースはカサンドラと対峙する。しかしカサンドラ、構えもせず

隙だらけで襲っても来ない。デュースは様子を伺っている。
カサンドラ「どうしたの？かかって来ないの、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ハンサム),Handsome) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ボーイ),Boy).」

とりあえず一太刀を振るうデュース。しかし、意外な事にカサンドラは避けなかった。

斬りつけられ後じさるカサンドラ。

エンジエル「・・・やったの？」
デュース「ちぃっ！」

さらに二度、カサンドラを斬りつけるデュース。そこへ、気の無いカサンドラからの反撃。

軽く避け、距離を取るデュース。

カサンドラ「んふ♡無駄よ。」

エンジエル「どうしたの？」

デュース「分からない！だが斬った手応えじゃない、あれは！」

カサンドラ「うふふ♡不思議かい？精霊が見えてないんだね、それじゃ駄目さ。いくら

やっても無駄だよ。」

エンジエル「どうゆう事よ。デュースの攻撃が全く効いてないなんて・・・変っ！この

おっぱいお化け、変よ。」
「まだ言うか、この娘は・・・」といった風で、呆れ顔のカサンドラ。剣を仕舞って、

カサンドラ「・・・どうやらあんた達には、あたしが一人に見えてる様ね。んふふ、

　　　　　　それじゃあ、あたしは殺せないわね。相手にならないわ。」

デュース「魔導将軍・・・だったかな？まさしく魔女だった訳だ。」

エンジエル「何！？また魔法？また魔法なのぉ～。もう、イヤんなっちゃう(怒)」
カサンドラ「ふん、魔女、魔女って五月蝿いねぇ。・・・まぁいいさ。あたしはソウル

クィーン、頼もしいボディガードが憑いてるのよ。そう、せめて彼らが

見えてなくちゃお話にもならない。お帰りなさいEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チルドレン),Children).

今ならお姉さん、許してあげちゃう♡」

エンジエル「むきぃ～(怒)。ちょむかぁ！どうしてくれようか(怒)」

デュース、鞘をひらって剣を納め、

デュース「・・・やめておけ、エンジエル。ここはお言葉に甘えさせて頂こうか、お姉様。」
カサンドラ「んふ♡確かに格好いいってのは得だね。また来なさいな、ね、坊や♡」

エンジエル「むっきぃ～(怒)！(うっきぃ～(怒)！歯がいのきぃ～(怒)！) 覚えてやがれ。」

格好悪い捨てゼリフを残して逃げ帰る二人。上手はけ、暗転。
第弐拾参場　「二階・東側バルコニー入り口→西側バルコニー入り口」

まずはさっきの、東側バルコニー入り口。物の配置は先と同じ。すでに二人は室内、

バルコニーへの入り口前にいる。暗転明けて、腕組みをしたエンジエル、
エンジエル「さて、と・・・。」

バルコニーへの入り口を見やり、

エンジエル「この先は多分、バルコニーよね。カサンドラがいて奥に進めないし、他の

部屋に繋がってるかもしれないし・・・」

デュース「行くしかあるまい。あの魔女に対抗する手段、何かしら見付けねばなるまい。」
エンジエル「本当、魔法だけはどうしようもないのよね。イヤんなっちゃう(怒)」

デュース「まったくだ。」

二人、奥、バルコニー口の方へ向く。暗転。階段の時とは別の「出て行く足音」流す。
んで、二人は正面に向き直り、花瓶付テーブルを下げてから「入って来る足音」。暗転明け
る。この間、音楽はそのままでいい。場面が寂しければ、下手舞台手前に動かない衛兵
人形。位置関係は、上手方向はカサンドラがまた通せんぼ。下手が上への階段となる。
これにて西側バルコニー入り口へと移動した事になる。そして暗転明ける。

エンジエル「緑がたくさんあって、まるでお庭だったわね♪」

ダイ・オフ「まるで？まんまお庭だぜ。背の高い城の二階にあるバルコニー・ガーデンだ。
　　　　　　どうせ言うなら、まるで空中庭園ね、だろ。」

エンジエル「・・・あら、起きたのダイ・オフ？もっと寝てれば(静かで)良かったのに。」
ダイ・オフ「ふん、西日がまぶしくてな。・・・だいたいのところはデュースに聞いたぜ。

　　　　　　ソウルクィーン、間違いない。その女は精霊魔法の使い手だ。」

エンジエル「カサンドラが・・・精霊魔術師！？」

ダイ・オフ「あまり関係のない話だから、デュースは魔法については忘れてしまった事も

多い。だが俺には、限定的なモンだが『炎』を操る魔力があってね。魔法に
ついては詳しく覚えてる。」
エンジエル「精霊魔法ねぇ・・・普通の魔法と何か違うの？」

ダイ・オフ「魔法ってヤツは大別すれば三つ。黒魔法、白魔法、そして精霊魔法だ。要は

　　　　　　何の力を借りるかの違いさ。悪魔か神か精霊か。」

エンジエル「黒魔法が悪魔の力で、白魔法が神様の力ね。う～ん、でも『精霊』って何？

　　　　　　『エルフ』や『ドワーフ』みたいな『妖精』とは違うんでしょ？」
ダイ・オフ「いんや、言ってみりゃおんなじ様なモンだ。どちらも本来は、異世界の住人

だからな。『妖精』の方は、亜人種として肉体を持ってこちら側に住み、

『精霊』は今も精霊界に住み、肉体も持たない。」

エンジエル「肉体を持たない！？よく分かんないわね。」

ダイ・オフ「ま、幽霊みたいなモンさ。そこにいるのに見えないし触れない。だがな、

精霊界はすぐ隣の世界だ。魔力を失った人間達には見えないだけで、
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そこ),其処)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ここ),此処)に彼らはいるんだ。樹の精霊、水の精霊、風の精霊に火の精霊。
彼らの力を借りるのが精霊魔法さ。カサンドラとかいう魔女は精霊達に

護られてる、そう言うこった。」

エンジエル「それで彼女、自分が一人に見えてる様じゃ駄目、とか言ってたんだ。」

ダイ・オフ「俺の『炎』は精霊とは関係ねぇからな。俺にも精霊どもは見えねぇ。

残念だがお手上げだぜ。」

エンジエル「・・・まぁ、それでも何も分かんないよりはマシよ。一歩前しぃ～ん！

だからさ、とりあえず先へ進も。何とかなるなる、してみせます♡」
エンジエル、可愛らしくガッツポーズ。微笑むデュース。エンジエルが上手へ行こうと

すると、デュースが声をかける。

デュース「ちょっと待て、エンジエル。」

エンジエル「ん？なぁに？」

デュース「そっちはまずい。ご丁寧な事に、お姉様が隣の部屋までやって来てる。どう

あっても、俺達を奥へは行かせないつもりらしいな。」

エンジエル「それじゃあ、こっちは無理かぁ・・・。そうなると？」
二人、下手方向に眼をやる。

デュース「ふむ、どうやら上へは行ける様だな。」

エンジエル「それじゃあ、行くしかないっしょ、ね♪」

そして下手へはけてゆき、暗転しながら「コツコツコツコツ」と階段を上る音。

第弐拾四場　「暗躍するヴィンセント」
配置は次の通り。下手が階段で、二人はこちらから登場。上手は壁になっていて不通。

ヴィンスのはけ口ではあるが。そして、中央舞台奥には豪奢な造りの扉の書割。両横に

柱でもあればパーペキ。その上手寄り手前にヴィンスがいる。暗転明けて、二人が入って

来る。そして、ヴィンスに気付いたエンジエル、
エンジエル「あれ！？ヴィンス、どうしたの？」

デュースが前を行き、二人が目の前まで来てからヴィンス、
ヴィンス「ここは『王の身辺』ですからね。自分のテリトリーへの侵入を感知して

やって来たのですが・・・あなた方でしたか。」

デュース「王の身辺？ここが？」

ヴィンス「ここは、封印されし王妃の私室。・・・知らなかったとはね。では何をしに

ここへ？」

エンジエル「何って、言われてもねぇ。カサンドラに手も足も出ないから城ん中探索

してる、なんて、恥ずかしくって言えなぁ～い♡」

ヴィンス「・・・。そ、そうですか。しかし『求道者』殿も彼女には勝てなかった。

仕方ない、のかも知れません・・・。」

デュース「『求道者』？あぁ、確かもう一人の。」
エンジエル「そ、デュースのライバルだわ。でも意外ね。向こうには魔法使いがいるん

でしょ？それでもダメなのん？」

ヴィンス「魔法使い・・・と言えなくも無いか。ミス『愛人』はその亜流を使う。しかし

二人は、互いに致命傷を負わせられなかった。攻撃する力よりも、身を守る

力の方が大きかったのです。精霊を使役するのではなく、支配する事で強力な

魔力を有し、あらゆる力にも傷付かない能力！」

デュース「それがカサンドラの力か。物理的に斬る事が出来ない・・・あれは妙な感じ

だった。」

エンジエル「あ、あのさぁ・・・折角だからヴィンスに聞きたい事があるんだけど、いい？」
ヴィンス「？、はい、構いませんが・・・何でしょう。」

エンジエル「あなた達三人の関係・・・なんて、聞いてもいいのかしら。あなたと

カサンドラと・・・ミンシアさん。」

ヴィンス「・・・。」

デュース「ミンシア＝ホロゥ、か。コレクターにクィーンだからな。ホロゥも『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うつ),虚)ろ』な

能力でも差した通り名かと思ったんだが・・・違う様だな。」

ヴィンス「・・・違う、とまでは言えないな。ホロゥの名に恥じぬ力を、と鍛錬して得た

将軍位だ。・・・何が聞きたい？詳しく言ってみるがいい。」
ダイ・オフ「ほ♡口調が変わったぜ。あまりお気に召さない質問だったみてぇだぜ。」

エンジエル「そのようだけど・・・答えてくれない訳じゃないみたいね。いい？

気になったのは三つよ。ミンシアとカサンドラがあまりにも似ている事。

さっきデュースが言ってた様に、あなたとミンシアの家名が同じ事。

そして、ミンシアの肖像画が描かれたのが二百年も前だった事。」

エンジエルの話を聞く前後、腕を組み、目を閉じ、考え込む様子のヴィンス。エンジエル

の質問を聞き終わってから少しして、目を開け、口を開くヴィンス。
ヴィンス「・・・ミンシアは、ミンシアは私の妹だ。私が城に上がった時に、村から

付いて来た。その後に、王に見初められたのだ。肖像画は、ミンシアが王妃と

なった記念に描かれた。私達がまだ、百を少しばかり過ぎた頃の話だ。」
エンジエル「百ぅ！？それって百歳って事ぉ？じゃ、今ヴィンスは、さ、三百歳！？」
デュース「・・・『エルフ』だよ、エンジエル。森の妖精『エルフ』だ。」

ダイ・オフ「ちょっと違うぜ、デュース。エルフはエルフでも『ダーク・エルフ』の方さ。」
エンジエル「ダーク・エルフ？エルフって言うと、亜人種の妖精さん、だったよね？」

ダイ・オフ「ダイナスの魔法屋の爺さんが言ってた、追放された魔法が得意な亜人種の

一つさ。元々のエルフってのは森の妖精だ。人間よりも華奢だが、魔法、

特に精霊魔法を得意とする。自然を愛し、精霊を友とする善良な奴らで、
一番の特徴は神族、魔族に並んで長命な事だな。」
ヴィンス「そのエルフ族の中にあって、肌の色による差別を受ける最下層民が私達、
　　　　　ダーク・エルフだ。ハイ・エルフ、森エルフがカースト上位を占めていて、

　　　　　海エルフという亜種のさらに下が私達。人間達の迫害から逃れる際も、

労働力となる若者のみが同行を許され、幼児、老人は取り残された。

残された者達で隠れ暮らしたのが、私達兄妹の育った村だ。」

エンジエル「・・・そんなのって非道いよ。・・・でも、がんばって出世したんだね、

ヴィンスは。」

ヴィンス「・・・そう、ですね。お優しいのですね、あなたは。珍しい人間だ。」

ダイ・オフ「さぁて、あと一つだな。魔女の話が一番大事な事だろ。さぁ、聞かせて

もらおうか。」
エンジエル「ダイ・オフっ(怒)」
ヴィンス「ふふっ、いいですよ。それを知る事が、カサンドラ攻略に繋がるかも知れない。

　　　　　ならば、こちらこそ聞いて頂きたい。あの女の罪をね。」

エンジエル「罪！？」

ヴィンス「ところで、あなた方は『グレイ・カーラ』という魔女を知っていますか？」

エンジエル「グレイ・カーラ？」

ダイ・オフ「確か、南の方にある『呪いの島』の魔法使いだ。あれって女だったか？」
ヴィンス「えぇ、彼女は女です。体の方は男だったり、女だったりですが。」

エンジエル「？？？全然意味不明よ。」

ダイ・オフ「転生の秘法か！古代語魔法の中にそんなのがあったはずだ。」
ヴィンス「その通り。彼女はサークレットの中に自らを移し込み、それを身に着けた者の

体に乗り移って生きているそうです。人間である彼女が、数百年を過ごす為に
行った邪法です。まぁ、それを行える程の魔力を人間の身で身につけた事こそ

が、彼女の凄いところですかね。」
デュース「そうか！カサンドラも同じ・・・そうなんだな、ヴィンス。」

ヴィンス「はい。ただ、カサンドラの方は少し質が悪い。」

エンジエル「(あ、に点点の)あ～、頭がうにぃ～・・・。」

ダイ・オフ「つまりだ、カサンドラとミンシアが似てるんじゃなくて、カサンドラが

ミンシアに乗り移ってるってこった。分かるか？」

エンジエル「ゔ～、それってつまりぃ、カサンドラはミンシアなの？」

ヴィンス「違いますよ。ミンシアはすでに死んでいます。体だけがカサンドラに使われて

いるのです。」

ダイ・オフ「うん！？そうなると俺にも、ちくと判らんな。」

ヴィンス「言ったでしょう、カサンドラの方は質が悪いと。彼女は、死体から死体へ乗り

移り、生きているだけ。あの天才的な魔女と比べれば、カサンドラは

『不死の怪物』アンデッド・モンスターみたいなモノです。」
ダイ・オフ「ノー・ライフ・キング。するってぇと、魔導師かネクロマンサーが本来の力・・・。

　　　　　　なら、あれはミンシアの方の能力って事なのか？」

ヴィンス「そうですね。以前のカサンドラは、精霊魔法なんて使えませんでしたからね。

　　　　　ミンシアの能力を利用して、精霊支配なんぞを覚えたのでしょうね。」

エンジエル「心と体が別物な訳ね。でも、それだけじゃ何とも出来ないよねぇ・・・。」

デュース「それよりもだ。ヴィンスの本心はどうなんだ。俺達に何をさせたい？」

エンジエル「何？それ。」

デュース「ヴィンスの方が、よっぽどカサンドラと戦えるだろう。ミンシアの死体を
奪われて何とも思わない・・・そんな事はなさそうに見えるが？」

エンジエル「そっ！そ～よ、ヴィンス。このままでいい訳ない！」
ヴィンス「・・・あの女は、妹の体を奪ったのではありませんよ。」

エンジエル「！？、どうゆう事？」

ヴィンス「あの女は、妹を殺してその死体に取り憑いているのです(怒)！」

エンジエル「ヴィンス・・・」

ヴィンス「証拠はない。だが、カサンドラは生きている者には取り憑けない。そう都合

良くミンシアが死んだりするものか！私達はダーク・エルフなのだ。人間の

様に簡単に壊れたりはしないのだっ！だからこそ、この城の、あの王の后にも

なれた・・・。」
エンジエル「？、それって・・・意味が分かんないんだけど・・・。」

ヴィンス「！？・・・ふふっ、いえ、今のはお気になさらないで下さい。私はね、

カサンドラが憎いですよ。それに、どうにかなるかは自信ありませんが、

精霊魔法については私の方が確かに専門ですね。しかし・・・。私には

ミンシアの姿をした者を倒すなんて出来ないのです。」

一度目を閉じ、しばらくしてから目を開けて、部屋の方を指差すヴィンス。

ヴィンス「この部屋には封印があるので、私も中には入っていないのですが、幽かに

精霊の気配を感じます。もしかしたら、ミンシアに関わる何かが在るのかも

知れません。・・・お願いできますか？」

エンジエル「・・・いいよ。あたし、カサンドラが許せないもん。」

ダイ・オフ「ヴィンス、己の手を汚さぬ男は何も掴めやしねぇ。」

デュース「本当の目的もきっと果たせない。俺も、そして多分『求道者』も手を汚す

だろう。」

エンジエル「？」

ヴィンス「覚えておきましょう。ですが、これが私のやり方です。・・・では、失礼させて

頂きます。」

いつもの暗転でのはけか、でなければ、上手より退場。前者であれば、「・・・また消え

ちゃったよ・・・」というエンジエルのセリフ。後者であれば、少し上手へ小走りして後、

エンジエル「・・・うそ・・・壁通り抜けてっちゃったよ・・・」

その背中にデュース、

デュース「さて、エンジエル。」

それに振り返り、「あ、うん。」と返事を返して扉前へ。扉には触れず、見つめながら、

エンジエル「・・・封印、とゆう事は・・・ね。ついに使っちゃう訳ね、破魔のナイフを。」

デュース「そうだな。一回のみの魔導器だからな。」
エンジエル「無くなっちゃうけど、しょうがないね。」

「あぁ。」と返事をしながら、左手にナイフを構えるデュース。

デュース「さぁ、行くぞ。カサンドラを倒す為だ。(チャキッ)ぬんっ！」

振り抜いた後、「ボン！」とか「キィーーーン・・・シャァ～ン」とか、封印が壊れる音。
一応、ナイフを懐に戻してから、

デュース「よし・・・行こう。」

で、暗転してゆき、暗くなってから「ギィー」と今までよりも重厚そうな扉の音。「バタン！」

第弐拾伍場　「ミンシアの真実」

内装について。セットや大道具を、そうは用意出来ないので、扉の書割があった所に

引き出し付の机一つ。もちろん、それ用の椅子在り。机の上に、出来ればオイル・ランプ。
最悪燭台に蝋燭。ランプにも蝋燭にも、灯は入っている。その両脇には柱を残しといて
豪華さをあらわす。その上手側柱の上手側隣に、背丈程の本棚。中は洋書で埋める。下手
側舞台手前に丸テーブル。その上にも、数冊の洋書が散乱。そこの舞台奥側には、天蓋付
ベッド・・・が、本当は在る。どこかのテーブルの上か床に、観葉植物の様な樹木があり、
青々としている。隠し扉は上手はけ口。西日が下手方向から入って来て、部屋の中が
明るい感じに。二人は、入って来た時の位置関係のまま舞台手前中央へ移動。背中向けた
まま。んで、暗転明けてスタート。二人は部屋を見回しながら捜索を開始する。

デュースは部屋の奥、本棚へと歩を進め、エンジエルは手前の丸テーブルへ。そこにある

植物を見て、
エンジエル「・・・永い間封印されてたのに、枯れてない・・・ううん、それどころか

瑞瑞しいくらいだわ。・・・何でだろう？」

その間に、デュースは三冊の本を片手にエンジエルに近寄る。

デュース「エンジエル、この三冊に適当に目を通しておくといい。」

エンジエル「え？あ、はい♡ん～と、何々・・・「亜人間論」？」
このテーブルにも椅子を一脚用意しとこう。エンジエル、腰をかけながら本を読み始める。

内容は録音したものを流してもいいし、直接読み上げてもいい。不自然でなければ、

読んだ方が音響担当が楽出来る、かな？デュースは、しばらくその様子を見守ってから

本棚へ戻る。その後、一通り本棚を調べ終わると隣の引き出し付机を物色。一つだけ鍵の

かかっている引き出しにぶつかり、少し考えてから手を休めてしまう。んでエンジエル、
エンジエル「・・・北方、寒くて痩せた土地に魔族は追われ、南方、暖かく肥沃な土地に
(もしくは、　神族は追われた。より人間に忌み嫌われた者程冷遇された様だ。しかし、
その声。)　数では圧倒的に勝るものの、能力自体の低い人間族だけで今在る世界を

創れた、とは考えられない節がある。故に、神族が人間族を用いて他人種を

ランク分けさせた。その為今も、神への信仰という形で神族のみを崇めて

いる。という説が、実しやかに囁かれているのだ・・・。」
エンジエル「確かに・・・あたし達って、実態を知りもしないで当たり前の様に神様を

信じちゃってるけど・・・。でも、神様は神様だもん。仕方ないわよね・・・」
言いながら次の本へ。

エンジエル「え～と、この本は・・・あら、「神の真実」だって。

　　　　　　・・・一般に人間達の世界では、神は超常の者、絶対者として信仰の対象に

なっている。だが、それらは宗教が大きくなる為に創った偶像であり、本来

の神とは神族という名の上位亜人種である。(―中略―)古い創世神話には、

創造主・創造神と呼ばれる別の者達が登場する。彼ら高次の存在と神族を

同一視してしまっている可能性も否定出来ない。
・・・神様は・・・神様じゃない？エルフなんかとおんなじ亜人種・・・」

そして最後の一冊。

エンジエル「この本のタイトルは？・・・「悪魔の書」。

　　　　　　・・・悪魔と魔族は別の存在なのだが、人間族は同じ穢れた者と見ている。

　　　　　　悪魔などはフェアリーテイルに出て来る様な架空の存在で、忘れられた神話

にも登場する穢れた怪物達だ。しかし魔族は、姿こそ悪魔に似てはいるもの

の多くの民が力も魔力も弱い劣等亜人種である。ほとんどの民族には少数の
エリート種が存在するが、彼らは神族にも勝る力や魔力を有している場合も

あり、長命である。俗に魔族というとこのエリート種を差すが、彼らは

全魔族の一割にも満たないのである。その多くは劣等種を支配するのでは

なく、命懸けで庇護する正義漢である。(―中略―)神族が一番忌み嫌って

いるのが魔族である。その為、神の敵という役を割り当て悪魔のイメージも

被せて、人間族に間違った魔族の姿を伝えたのは神族の仕業、との説が有力

なのだ。
・・・非道い。これがホントなら、神と悪魔があべこべじゃない。」

この時には、すでにデュースは手を休めている状態。エンジエルは少し凹み、指を組んで

俯いてしまう。少しして、俯いた視線の中で一冊の本を見出す。それは最初に散乱して

いた本の中の一冊だ。エンジエル、その本を手に取って、
エンジエル「あら、こんな所にもあったわ、「ウィッチフォレストのカサンドラ」。

やっぱり有名なお話なのね。」

それを耳にしたデュース、

デュース「確か、子供を脅かす類の話だったな。」

エンジエル「そうそう、子供を鍋で煮て食べちゃったり、大きな黒犬を村人にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けしか),嗾)けたり

するのよね。」

デュース「其の上、退治に向かった騎士や傭兵、勇者なんかも返り討ち。救いの無い話だ。」

エンジエル「だから、カサンドラは今も『魔女の森』にいて、夜遅くまで起きてる様な

悪い子はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さら),攫)いに来るぞ、って脅かすのよね。」
デュース「・・・カサンドラは今も、か。・・・まさかな。」

エンジエル「まさか？・・・、・・・まさかぁ！？」

しばし視線を交わしたまま固まる二人。

デュース「ふっ、まぁ、エンジエルが良い子にしてれば大丈夫だよ。」
エンジエル「ぶぅ(怒)あたしはもう子供じゃないわよ。・・・(小声で)子供じゃ、ないのよ。」

一度視線を外して拗ねてから、デュースの様子に気付いて向き直る。

エンジエル「・・・ねぇ、デュース。どうかしたの？」

デュース「ん？あぁ、いや、何でもないんだが・・・。」

エンジエル、近付いていって、

エンジエル「何かあった？」

デュース「大した物は見当たらないんだが・・・ここの引き出しに鍵がかかってる。」

エンジエル「あら、だったら早く言ってくれればいいのに。鍵開けなんて簡単よ。」

デュース、手を休めるに際し椅子に腰掛けていたが立ち上がり、頭を掻き掻き、
デュース「女性の部屋の、鍵のかかった机の引き出しだからな。・・・何と無く、な。」

エンジエル「あら♡誰かさんとは違って、デュースにはデリカシーな心ってものが

ちゃんとあるのよね♡それじゃ、女は女同士、って事であたしが開けるわ。

調べない訳にはいかないもんね。」

デュース「あぁ、よろしく頼む。」(ちょっと照れてる)

そして、ツールから針金を取り出し素早く仕事をこなすエンジエル。

エンジエル「おっけぇ～♡開いたわよ。中身はなぁにかな？」

エンジエル、中にあった日記帳を手に取る。
デュース「・・・日記、だな。それも、女性の日記だ。」

エンジエル「むぅ～・・・とは言えとは言えぇ！見ない訳にもいかないだわさ。」

デュース「・・・だな。よし、エンジエル読んでくれ。」

エンジエル「むぅ～・・・。まあね、そうね、そうよね。そりゃ、あたしよね。・・・はぁ、

じゃあ読むわ。」

エンジエル読み始め、ゆっくり暗転。一間あって暗転明け。

エンジエル「・・・確かにこの日記はミンシアの物ね。王妃になった前後の事が書いて

あるわ。でも、相手の王様については一言も書いてないの。不思議ね。

お兄さんのヴィンスの事、故郷への望郷の念。そして・・・仲の良い
カサンドラ将軍の事が書いてある。ただし、このカサンドラは男よ・・・。

このカサンドラがあのカサンドラな訳、よね。でも、仲が良かったって・・・」
デュース「呪殺の為に近付いた。この城ではそう考える方が自然だな。・・・王の魅力が

人を狂わせる、か。」

エンジエル「・・・？何それ。」

ダイ・オフ「少しずつだが、王様の正体が見えて来たってトコさ。それよりもデュース、

資料検索してみろよ。俺はこの日記、気になるぜ。」
エンジエル「資料検索って、そりゃ、暗号や特徴に留意して読んでた訳じゃないけど・・・。

　　　　　　(客席に向かって)資料検索っていうのは、見付けた日記や本、巻物なんかの

資料から、《手掛かり》という漠然としたモノを捜し出す便利なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(スキル),技能)よ。

名前は色々だけど、多くのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロールプレイングゲーム),ＲＰＧ)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(アドヴェンチャーゲーム),ＡＶＧ)に見られる都合のいい
能力なの。(デュースに向き直って)しますか、資料検索。」
デュース「・・・。・・・ん、あぁ。よし、やってみよう。」

代わってデュースが読み始め、ゆっくり暗転。一間あって暗転明け。

デュース「・・・む！？これだ。これがキーワードだったんだ。」

エンジエル「何々？何か分かったの？」

デュース「うむ、何度も出て来る名前があるのに気が付いたのさ。キーワードは

「精霊使いに見えない精霊」という本だ。この本を手に取った、という記述が

多いんだ。他には本のタイトルなんか、ほとんど見られないのにな。」

エンジエル「凄いじゃない、デュース♡強いだけじゃなくて頭もいい。さっすがぁ。」

デュース「・・・やめてくれ。」

エンジエル「うふ♡よし、それじゃ今度はその本ね。「精霊使いに見えない精霊」って

のを捜しましょ。」

エンジエル、言いながら早速本棚を調べ始める。その本は最下段の右端にあり、程無く

見付かる。エンジエルは本を手に取り、読み始める。「あっ、あったあった。これね。」
エンジエル「・・・上位精霊とは異なり、万物に宿る千差万別な下位精霊の中には、

精霊使いの多くが知る事の無い者もいる。そのいくつかは、精霊魔法発動後

に初めて姿を現すタイプである。その魔法の特性次第では、精霊使い本人が
見る事が出来ない場合もある。その代表的な精霊が『時の精霊』である。

普段どこにでもいて、しかし目に見えず、感じる事も出来ない彼らを、その

場に縛り付けるのが『時の封印』。(―中略―)彼らの姿を見られるのは、その

『時の封印』を解いた者だけである。

・・・う～ん、これのどこに《手掛かり》があるんだろう？」

その間に、デュースは本のあった箇所を覗き込む。

デュース「どうやら手掛かりは、その本自体ではなかった様だぞ。」

そう言って、空いた隙間に手を入れて何かを操作する。すると、「カチリ」、「ゴゴゴゴゴゴ」

と音がして、本棚の上手方向の壁が開いてゆく。そのリアクションを取る二人。

エンジエル「隠し通路・・・こんなのがあったんだ。」
デュース「ミンシアだけの秘密の部屋か。真実が待っているかも知れないな。」

エンジエル「秘密の部屋だなんて・・・何かえっちね♡」

デュース「・・・。」

数瞬呆れてから、デュース、エンジエルに声をかける。

デュース「エンジエル、そこのランタンを取ってくれ。」

ちなみに、携帯用のランプの内、四角い角型の物がランタン。ここが、ランプになるのか
ランタンになるのか、蝋燭、もしくは燭台になるのかは、小道具次第。
そして、灯りを受け取ったデュースを先頭に上手はけ。暗転するが音楽そのままで次へ。

しばらくしてから、音楽のボリュームは少し小さくする。配置換えは以下の様に。柱は

そのままでいいや。丸テーブルとそれ用の椅子は下げる。そこ以外に植物を置いてあれば

それも下げる。本棚下げる。引き出し机は、日記と引き出しを元に戻して移動。舞台奥

から中央やや上手寄りに。向きは下手側に椅子が来る形に。新しく、燭台を一つテーブル

の上に。下手から二人やって来て、その燭台の蝋燭に灯りを移すところから再スタート。

暗めに照明入る。デュース、引き出しを全て当たってから、

デュース「・・・ふむ、ここの引き出しの中に日記が一冊。それとこれは・・・人形、

だな。親指大の、騎士の人形だ。」

エンジエル「ふぅん。ま、人形はともかくとして・・・またあたしが覗きましょうか？」
デュース「いや、俺が調べよう。もう、四の五の言ってる段階ではないだろう。」

デュース、日記を手に取り(片手しか使えないから、机の上に置いて)、そして開く。数瞬の

後、照明がめっさ明るくなる。その時に、そっと気付かれない様に引き出しの中から

『時の精霊の人形』を机の上に置く。明かりが戻って、マイクを使用、もしくは録音声で、

精霊「うぅ～～ん・・・ふぅ、やっと解放されたよ。まったく、迷惑な話だよな、

ブツブツ・・・」
少しして急速暗転。んで、人形仕舞う。ランプや蝋燭の灯りは残っているので、もしも

丸見えだったら、笑いにもなるし袖に投げちゃって下さい(笑)。暗転明けて、

エンジエル「・・・、・・・何？今の。」

デュース「何かの精霊・・・だろうな。・・・ふぅ、とりあえず目を通してみようか。」

エンジエル「え？・・・あぁ、日記ね。うん、お願い。」

デュース読み始めて、ゆっくり暗転。一間あって暗転明け。

デュース「・・・こちらの日記もミンシアの物だが、内容はかなり違うな。先の物が王妃

として書かれた物なら、こちらはミンシア個人の物といったところかな。

ちゃんと本音が書いてある。・・・王妃になれた事は喜んでいた様だが、

ヴィンスが野心で変わってしまったと心配している。カサンドラとは・・・

まるで女友達の様に仲良くしているが、次第に異性としても惹かれていった

様だ。王妃とはいえ未婚の身、愛したいがカサンドラの中にも野心を感じて、
思い悩んでいた様だな。」

エンジエル「？王妃なのに未婚？？どうゆう事？？？」

デュース「・・・続けるぞ。「あなたがくれたナイトのお守り・・・あなたの愛の証と

信じます。」とあるな。一緒に見付けた人形がナイトのお守りか。・・・あなた

を守る・・・そんな思いの表れだったのかな？」

エンジエル「二人は愛し合ってた！？じゃあ、ミンシアをカサンドラが殺した訳じゃない

のかしら。ね、ねぇ、続き続き。」

デュース「（ページをめくり）・・・。」
エンジエル「・・・？どうしたの、デュース。」

デュース「やはり、殺したのはカサンドラだ。二人が初めて唇を交わしたその時に、

背中を一突きされて死んだ・・・と書いてある。」

エンジエル「・・・は？書いてある、ってどうゆう意味？これって、その殺された

ミンシアの日記よ！？」

デュース「・・・あぁ。彼女の血で書かれているのさ、最後のページがな。俺ですら

恐怖を感じる程の怨念が籠っている。」
エンジエル「！！！み、見て。ナイトのお守りが・・・紅く・・・」

デュース、紅く変色したお守りを手にして掲げ見る。この時まで、ずっと引き出しに

入れっぱなしにしとくので、本当は最初から紅いのを用意しとく。エンジエル、それを

見て哀しくなり、涙が溢れてくる。

デュース「これだ。この怨念がカサンドラを倒す。・・・ミンシアは可哀想だが、

カサンドラの死を捧げる事しか俺達には出来ないよ。・・・な、エンジエル。

だから泣くな。生きてる者が哀しみ続けてると、死者は安らかに眠れない。

奴を倒し、ミンシアには安らかな眠りを、な。」
エンジエル「・・・(ぐすっ)うん、分かった。必ず仇を討つからね、ミンシアさん(ぐすっ)」

お守りを懐にしまい、机の蝋燭の灯を吹き消し、二人向き合い、

デュース「・・・行くぞ、エンジエル！」

エンジエル「うん！行きましょう、デュース。」

ここはそのまま暗転。次のシーンまで場面はすっ飛ぶ。

第弐拾六場　「決戦！カサンドラの最後」

舞台中央付近にカサンドラ、黄昏ている。暗転明けて、下手より二人が駆け込んでくる。
カサンドラ「・・・あら、また来たの。それで？お姉さんと遊びたいの？ごめんなさい、

今はそんな気分じゃないのよ。」

デュース「『求道者』との戦いで何かあったのか？・・・それとも、ミンシアの事でも

想い出していたのか？」

カサンドラ「何が言いたいのかしら。」

エンジエル「ミンシアさんの仇、あたし達が討つわ！覚悟しなさい、カサンドラ(怒)」
カサンドラ「そう・・・。ヴィンスに何を言われたのか知らないけど、そちらはやる気な

訳ね。でもどうするの？あたしとどう戦うつもり？」

デュース「人の想いはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とき),刻)をも越える。封じられしミンシアの魂よ、今が其の時だ！」

デュース、懐よりナイトのお守りを取り出し、掲げる。照明が真っ赤に染まり、舞台上を

四方八方に乱れ照らす。その内に紅い光は集約してゆき、カサンドラを照らし出す。その

刹那、光は弾け元の照明に戻る。そして、カサンドラは内部からの衝撃に悶え始める。
カサンドラ「がぁっ(怒)！何だ！これは一体・・・ぐうぅぅぅ、ぬがぁぁぁぁっ！！・・・

　　　　　　カ、カサンドラ・・・カサンドラァ。」

エンジエル「！この声・・・違う、カサンドラの声じゃないわ。まさか！？」

ミンシア「は、早く・・・今の内に、精霊に対する支配力が低下している今だけが・・・

　　　　　うぐぅ・・・」

エンジエル「ミンシアさんっ！」

カサンドラ「ぐがぁっ！何故だ！！何故今更ミンシアが現れる！？お前は二百年も前に

死んだんだ。邪魔をするなっ！！！」

ミンシア「は・・・早く・・・お、願、い・・・、・・・」

カサンドラ「ふざけるなっ(怒)！貴様らの如き只の人間風情に倒せるあたしじゃないわっ！

精霊支配は破れようと、この体の持つ精霊力までは失っておらぬ。あたしの
精霊召喚の魔力で、ミンシア共々消し去ってくれる！」

カサンドラは剣を抜き、構えを取る。対してデュース、居合いに構えながら、
デュース「負けるなミンシア！お前が闘って、お前が勝つんだ！」
カサンドラ「無駄な事だ。ミンシアの様な弱い女には何も出来ん。」

エンジエル「ミンシアさん！・・・ミンシアァーーー！」

その声に反応する様に、カサンドラはまた苦しみだし動きを止める。

ミンシア「は、早く・・・も、う・・・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(も),保)た、ない・・・お願い・・・この、人、を・・・

　　　　　楽に、して・・・あげ、て・・・お願、い・・・」

デュース、がら空きの胴を居合い一閃。カサンドラ、剣を取り落とし傷口を押さえる。

カサンドラ「ぐうぅぅぅ、ミンシアめ。お前まで・・・あたしを裏切るとは・・・ふ、

ふはは、ははははははは。これで勝った、とは思わぬ事だ。あたしは

死なない。この体は滅んでも・・・あたしは死なないよ。あたしは魔女・・・
『魔女の森』の・・・、・・・」

カサンドラ、ばったり倒れる。やや間があって、

エンジエル「倒し・・・たの？」

デュース「・・・あぁ。最後のセリフは気になるが・・・」

「ガチャン」と近くで何かが壊れる音。

エンジエル「何！？今のは一体・・・」

デュースは懐から、壊れたナイトのお守りを取り出す。二つ用意しておいて使用する。

デュース「ナイトのお守りが・・・壊れた。・・・これでミンシアも安らかに眠れる。」

エンジエル「・・・うん。」

言ってミンシアの亡骸の傍へ行き、上半身を起こして膝に乗せる。その死に顔には優しい

笑みが見れた。俯いたエンジエル、
エンジエル「・・・ミンシア、笑ってる・・・。」

背中を向けた格好で、優しくエンジエルの頭を撫ぜてやるデュース。しばらくあって少し

だけ遠くから、「ドゴゴゴゴゴゴ」「ドガーン」「ズゴーン」「グワラガラ」「ドーーーン」と

いった何かが激しく壊れ、崩れる様な轟音が響いてくる。それに反応して上手を見やる

デュース。エンジエルは、静かにミンシアを横たえると胸で腕を組ませる。お守りを

デュースから受け取っておき、その手に持たせてやる。立ち上がってデュースと背中

合わせの格好で、(格好良く)
エンジエル「行きましょう。・・・この先に、ヴィンスもいる。」

二人視線を合わせ、頷く事なく同じ呼吸で上手へ視線を戻し、同じ呼吸で歩き出す。暗転

してゆくが、ミンシアの亡骸にピンスポ残し、暗転完了後、ピンスポも落としてゆく。

ゆっくりと。

第弐拾七場　「ザ・ラストバトル」

配置関係。舞台手前にも上下両方に出はけ口作っとく。序章でエンジエルが、ゼフィに

刺さった剣を投げ捨てる時等にも使用するので。その手前はけ口辺りに柱を立てる。

ステイメン(後述)から、エンジエル達の姿を隠す為。舞台奥中央には大きな書割。瓦礫で

塞がれた大扉。瓦礫は、可能であればセットとして立体を用意。無理なら、しょぼいけど
書割でよし。その大扉の前に盗賊風の男。彼がステイメン。どんな男かは後述。

ステイメンと向き合う形で、舞台中央やや上手寄りにヴィンス。暗転明ける。

ヴィンス「これはどう言うつもりかな、『信者』殿。邪魔をする相手が違ってはいないかな。」
ステイメン「いいや。ヴァルハロス様は馬鹿じゃない。そう言う事だ。」

ヴィンス「・・・そうでしょうか？王を前にして私を裏切る、その判断は素晴らしい。

ですが、私の足止めをあなた一人に任せるのは賢くないのでは？通路を崩し

階段を落とした事も、私の足止めにはなりませんしね。」

ステイメン「(親指で背後を指し示し)ふん、これは『奴ら』への足止めだ。」
ステイメン、ゆっくりと抜刀。

ステイメン「貴様の腕は口程に達者なのか？ヴァルハロス様のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しへい),死兵)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かげやいば),影刃)のステイメンを

　　　　　　果たして倒せるのかな？」

ここでエンジエル、デュース下手より登場・・・するも、様子に気付き柱の陰に隠れる。

当然、下手手前のはけ口の方。ステイメンには気付かれず、お客には気付いてほしい(笑)。
舞台的に、喋っているが聞こえてない、という約束事で行くならエンジエルが。もしくは、

例によっての事前録音で、

エンジエル「ステイメン！？ヴァルハロス兄さんの側近だった、あのステイメンなの？

そんなはず・・・そんなはずない・・・」

その様子にヴィンスは気付き、

ヴィンス「どうやら、他の邪魔者も追いついて来た様です。私は先に進ませて頂きます。」

ステイメン「そうはいかん。貴様も、それに『死神』と『天使』とやらもここで死ぬ事に

なる。」

ヴィンス「ふっ・・・」

一呼吸置いて、高笑いするヴィンス。

ステイメン「！？何がおかしい。」

ヴィンス「ふふ、あなたは知らないのですよ。『天使』を殺す？あなたが？無理ですね、

ヴァルハロスの『信者』であるあなたにはっ！」

ステイメン「何だ！？」

気付かれぬ位少しにじり寄り、抜刀のタイミングも計るヴィンス。

ヴィンス「『天使』はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(エンジェル),天使)、そう、あのエンジエルなのですよ。」

「何！？」一瞬動揺を見せるステイメン。に、すかさず飛び掛るヴィンス。

ヴィンス「取ったぁ！」

ステイメン「！？しまった！ちぃ！！」

初撃を胴に受け、何とか二の太刀は防ぐも剣を跳ね上げられ、袈裟に斬られるステイメン。
それを見て駆け込んで来る、エンジエルとデュース。

エンジエル「ステイメン！」

ステイメン「・・・エン、ジエル、様・・・ぐふっ！ふ、不覚・・・」

どうっ、と倒れ伏し絶命のステイメン。

エンジエル「ステイメンっ！！」

・・・間・・・ピクリと反応するヴィンスにデュース、

デュース「動くなっ！」

ゆっくりと振り返るヴィンス。

ヴィンス「お早い・・・お着きですね。まさかカサンドラを倒したのですか？」

エンジエル「ヴィンセント、ミンシアはやっと安らかに眠ったわ。その怨念は晴れたのよ。」
ヴィンス「そう・・・ですか。見事です、それならばヴァルハロス殿を手引きするのでは

なかった。」

「ヴァルハロス」・・・その名に反応し、ピクリとするエンジエル。

ヴィンス「いえ、逆ですね。カサンドラを倒す程の危険人物を、先に行かせないで正解

でした。」

デュース「ダイナス王という名の力、横取りするには敵が弱い方がいい。くだらないな。」

ヴィンス「・・・やはりあなたは・・・いえ、あなた方は危険です。デュース殿、それに

死神ダイ・オフ。特別、注意はしていませんでしたが・・・解りますか？」

エンジエル「・・・どうゆう事？」

デュース「ダイナス王なんて男はいない。以前にはいたのかも知れないが・・・今は

其の力が其処に在るのみ。それこそが俺達を呼ぶ『声』の正体だ。」

ダイ・オフ「ヴィンスには下心があったから、王についてはあまり話したがらなかった。

だがそれでも、不自然な発言は多かった。何よりも王に仕える、王を敬う、

てな態度にゃ見えなかったからな。そいつについてはヴィンスだけじゃねぇ

ぜ。あのアレクセイの野郎もそうだし、カサンドラもだ。城自体も不自然だ。

ここは遺跡といった方がしっくり来る。さらにミンシアの日記だ・・・あれ

は決定的だった。」

ヴィンス「妹の日記？ほぅ、そんな物があったとはね。」

エンジエル「心配・・・してたのよ、ミンシアは。兄の野心、そう記してた・・・。」

ややあって、

ヴィンス「ふっ・・・はぁっはっはっはっはっはっ・・・。王の巫女となったにも拘らず、

　　　　　私に協力しなかったのはそんな理由だったのですか。」

エンジエル「ヴィンセント、あなた・・・」

ヴィンス「まぁ、妹の死体を手に入れたカサンドラも、ダイナスを受け入れる事は出来な

かった。協力してくれたとしても無駄だったのだろう。巫女と『客人』では

違う。巫女では役には立たぬ。」
エンジエル「ヴィンセント、あんた(怒)！」

ややあって、

デュース「ヴァルハロスというのは・・・」

エンジエル、ピクリ。

デュース「ヴァルハロスというのは、エンジエルの兄であるヴァルハロスなのか？」

黙っているヴィンス。業を煮やし、

エンジエル「ヴィンセントっ！」

ヴィンス「ふふ、そうですよ。そのヴァルハロスです。お互いのパーティーに秘密にして

おいた甲斐がありましたね。実に簡単に『信者』殿を倒せました。」

エンジエル「！ヴィンセントっ(怒)！」

デュース「ヴァルハロスは死んだ、エンジエルはそう信じていた。ヴィンス、お前は何か

聞いているか？」

ヴィンス「・・・そうですね。もう黙っていても意味はない、お話ししてもいいでしょう。」
エンジエル「兄さんはっ・・・兄さんは何で・・・生きていたのなら何で知らせてくれ

なかったの？」

ヴィンス「・・・多分・・・死を偽り、地下へ潜ったから、でしょうね。クロイツという

　　　　　男に対抗する力を、手に入れる為の時間稼ぎらしいですよ。ある人物を守る為、

　　　　　そして失った楽園を取り戻す為に力が必要なのだとか。だから一番近くの

『魔族の遺跡』である、ここダイナスへとやって来た。」

デュース「！？・・・『魔族の遺跡』・・・。この城が？」

ヴィンス「・・・えぇ、知らなかったのですか？ここは【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(オ),Ｏ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ッ),．)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ド),Ｄ)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・),．)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ア),Ｉ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(イ),．)】という名の、

エリート種吸血鬼の最強の力、『世界』と呼ばれる遺産が眠る場所です。

この世には『魔族の英雄達』の遺跡が、いくつか点在しているのですよ。
ここは特別ですが、それらの遺跡には数多くの冒険者が挑戦して死んでいます。

・・・しかし、それ程有名な話では無いのかも知れませんね。」

デュース「・・・魔族か。それで『声』が聞こえる訳だ。」

ヴィンス「・・・、・・・、・・・。」

機を窺っているヴィンス。

エンジエル「はっ！？」
瓦礫を抜けようと動き出すヴィンス、の初動に気付き反応したエンジエル。思い切り

飛び出しヴィンスに斬りつける。鍔迫り合いの格好となる。

エンジエル「行かせないわよ、ヴィンセント！」

ヴィンス「くっ、あなたがこんなに素早いとは思いませんでしたよ、エンジエル！」

エンジエル「くぅ、行かせないわよ！あんたは兄さんにとっても敵っ！！

行かせるもんかっ！！！」

しかし、ヴィンスは軽く体をかわし、エンジエルは斬られる。「きゃあ」といって倒れる

エンジエル。倒れている間に指輪を外し、壊れた指輪を用意する。
ダイ・オフ「エンジエルっ！」

言いながらダイ・オフで斬りかかる。ヴィンスは余裕の表情で避けて間を空ける。

ヴィンス「ふん、『世界』は私の物だっ！あなた方二人も、すぐに彼女の後を追わせて

あげますよ。」

視線はヴィンスに向けたまま、

ダイ・オフ「エンジエル！」

エンジエル「・・・。」

ダイ・オフ「おいっ！エンジエルっ！！」

エンジエル「・・・、・・・な、何よ。」(少し苦しい感じ)

ヴィンス「！？？？」

ダイ・オフ「無事かっ！？おい、無事なのかよ、エンジエル？」

エンジエル「いてて、あんまり無事って感じじゃないけど・・・大丈夫よ。」
ヴィンス「馬鹿なっ！」

ダイ・オフ「へっ、ホントだぜ。何で無事なんだよ、この女。」

エンジエル「・・・無事じゃない方が良かった様な言い方ね(怒)。あら？」

壊れた指輪が転げ落ちる。

エンジエル「・・・これ、魔法屋のお爺さんから貰った指輪・・・。」

ヴィンス「・・・まさか、『身代わりの指輪』、そんなレア・アイテムを装備していた

なんてね・・・。」

エンジエル、落とした壊れた指輪をひらってやる。

エンジエル「お爺ちゃん、とっても良い物くれたんだ・・・。」

ダイ・オフ「へっ、残念だったな、ヴィンス。当てが外れた様だぜ。」
ヴィンス「・・・そうですね。ですが、予定に変更はありません。ここであなた方は

死ぬのです。」

ダイ・オフ「ばぁ～か、俺に勝つ気かよ。十年・・・おっと失礼、百年？いいや、千年

はえぇー！」

ダイ・オフ、渾身の力を込めて・・・あさっての方を斬りつける。ヴィンス、その周りを

悠然と歩く。

ダイ・オフ「何！？・・・消えた？」

エンジエル「ち、ちょっとダイ・オフ。何遊んでんのよ。」

ダイ・オフ「うるせぇ！次ははずさねぇよ！！」

そしてもう一度、まるで見当違いな所を斬る。ヴィンス、その背後から斬りつける。が、
その殺気に反応して、攻撃は避けるダイ・オフ。

ヴィンス「ほう、これは凄い。」

ダイ・オフ「！こっちかっ！」

またしても、ヴィンスのいない所を斬りつける。

ダイ・オフ「ちぃ、どういう事だ！？」

エンジエル「どういうって、あんたさっきから全然見当違いな所を狙ってるじゃない。」

ダイ・オフ「何だと？」

斬りつけるヴィンス。かわすダイ・オフ。すかさず反撃するが、またも中らず。

ダイ・オフ「ヴィンセント＝ホロゥ。俺が斬ってるのは『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ホロゥ・),うつろ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ボ),な)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ディ),体)』、本体じゃねぇって

事か。」
ヴィンス「流石です・・・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちから),能力)を見抜いた事ではありませんよ。それほど判りにくいとは

思いませんしね。それよりも、死角からの攻撃をこうも避ける・・・信じられ

ない強さです。・・・ですが・・・」

そう言って、次の一撃・・・避けるダイ・オフ。「ちぃ」反撃、中らない。「ダイ・オフ」

とエンジエルが心配して何度か声をかける。ヴィンス、ダイ・オフ、お互いの攻撃が中ら
ないままの攻防がしばらく続くも、ダイ・オフはかすり傷を負ってゆく。
ダイ・オフ「ちっ！しょうがねぇな。」

動きを止めたダイ・オフに、

ヴィンス「おや、もう諦めたのですか？」

ダイ・オフ、拾った鞘に剣を収め「ふんっ」と鼻を鳴らして目を閉じる。

ダイ・オフ「悪いな、デュース。後は頼む。」

ヴィンス「・・・尻尾を巻いて逃げ出したとしても、同じ器です。割れてしまえば同じ事

でしょうに。・・・残念でしたね、デュース殿。存外とだらしがなかった様です

よ、あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガーディアン),守護者)は。」
デュース、目は閉じたまま居合いに構える。

デュース「そんな事はない。いいからかかって来い、ヴィンス。」

ヴィンス「・・・目を閉じれば『うつろ』を見ないで済む、浅はかですね。それでは私も

見えないでしょう？それとも『音』ですか？残念ですが、私の底はそんなに

浅くはありませんよ。」

デュース「・・・。」

ヴィンス「・・・空気の精霊の力を借りれば、音をも自在に操れます。・・・ふむ、では

何故ダイ・オフ殿は私の攻撃を避けられたのでしょうか？不思議ですね。死神

と名を馳せた歴戦の勇士の野生の本能、勘、ですかね。あなたにはおありです

か？とてもそうは・・・」
デュース「弱い犬ほどよく吼える、と言うぞ、ヴィンス。御託を並べるのは、勝ってから

にしておけ。」

ヴィンス「・・・そうですね。まったくその通りですよ、デュース殿。しかしその態度、

　　　　　これから死に逝く者にしては、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いささ),些)か不遜すぎますね。」
ヴィンス、ちらりとエンジエルを見やる。エンジエルにも、別のホロゥ・ボディが見えて

いるのでリアクションはなし。

ヴィンス「・・・絶望、今一度それを味わえば考えも変わるでしょう。あなたにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふさわ),相応)しい

　　　　　死に様を、私が演出してさしあげます。」

そして無警戒に歩き出すヴィンス。一度はデュースの横を抜け、エンジエルの側まで。
小馬鹿にした様子で一瞥くれてから、大きく大上段に構える。そこをデュースが一閃。
ヴィンス「ぐはっ！」

斬られたヴィンスは、上手の方へよろよろと。エンジエルにとっては、突然目の前に移動

していたヴィンスに驚き「きゃあっ」と悲鳴。苦しみの息でヴィンスは声を上げる。

ヴィンス「馬鹿なっ！何故私のいる場所が・・・ぐふ、何故だ！？」

目を開け、剣を鞘に収めるデュース。

デュース「・・・空気の流れ・・・。ヴィンス、お前が自分で言ったじゃないか。空気を

操っていると。」

ヴィンス「何、だと？・・・そんな、そんな事で・・・空気の流れなどで相手の動きが

分かるだと・・・！？」

ダイ・オフ、表に出て来て得物を肩に担ぐいつものポーズ。

ダイ・オフ「勘違いしてるヤツが多いんだよな。確かに、俺はデュースを護るのに命を

懸けてる。だが、だからと言って俺がデュースより強いかって言うと・・・

そうじゃない。俺のは剛剣で見栄えが派手だ。『死神ダイ・オフ』の通り名も

有名だ。俺がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つえ),強)ぇってのも当たり。だから、デュースが剣の達人で俺なんか

よりずっと強ぇ、って事に気付かねぇヤツが多いんだな、これが。」

ヴィンス「・・・は、はは・・・達人？空気・・・の、流れ・・・だけで・・・相手の

動きを把握する程の、達人、ですか・・・。ふふ、うぐぅぅぅ・・・ははは、

み、見事です。(うつろに虚空を見つめ)・・・、・・・そうか・・・そうだな・・・

これでやっと終わる・・・私達兄妹の夢・・・やっと目が覚める・・・

ミンシア・・・すぐに逝くよ・・・あり・・・が・・・とう・・・」
膝を折り、うつ伏せに倒れるヴィンス。エンジエル、それを見つめ、それから目を瞑り

手を胸の前で組み、

エンジエル「せめて安らかに・・・ヴィンス・・・ミンシア。」

それから、ステイメンに目を移し、その後、瓦礫の大扉を見やる。

エンジエル「これは・・・もう兄さんを追えないわね。」

ダイ・オフ、少し考えてから、

ダイ・オフ「・・・どきな。俺の炎を試してやるよ。」

間・・・エンジエル振り返り、

エンジエル「ダメよ。そんな事したら、おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),義父)さんの剣が折れちゃうでしょ。」

ダイ・オフ「そんな事ねぇさ。ちょいとばかし俺が本気を出しゃ・・・」
エンジエル「通路ごと、階段ごと、この一画全て吹き飛ばす気？先に進めなくちゃ意味

無いわ。」

ダイ・オフ「むぅ・・・」

エンジエル、少し遠くを見て、

エンジエル「・・・それにね、兄さんが生きてるって分かっただけで、あたしは嬉しいの。

　　　　　　・・・二人もさ、『遺産』になんか未練ないでしょ？」

ダイ・オフ「・・・無い事無い・・・が。」
デュース「『声』が聞こえなくなった。すでにヴァルハロスが手に入れた様だな。」
エンジエル「そっか・・・でも、このまま兄さんに負けたままじゃEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃく),癪)よね。だって、この

城の将軍は皆あたし達が倒したんだよ。」

ダイ・オフ「おっ、そう言やそうだな。そこを横からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),掻)っEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さら),攫)われちゃあ、競争には負け

って事だぜ。なっ、デュース。」

デュース「・・・いいのか？すぐ傍に兄が、死んだ筈の兄がいるんだ。何とかして

追いかけなければ・・・。」

エンジエル「会えるよ。」

デュース「エンジエル？」

エンジエル「生きてさえいれば、絶対に会える。・・・兄さんは力を求めて旅をしてる。

だからきっと、他の『魔族の遺跡』にも行くと思うの。また、あたし達と

同じ場所に来るかも知れない。でも、今度はあたし達が先に遺産を手に
入れるわよ。そうでしょ、ダイ・オフ？」
ダイ・オフ「あぁ、当然だ。この死神ダイ・オフ様が、負けっぱなしでいられますか

ってんだ。」

エンジエル「あたしはあなたの何？応えて、デュース！」

デュース「エンジエル・・・。お前は俺の・・・パートナーだ。一緒に旅を続ける、掛け

替えの無い者だ。・・・お前は俺が護る約束だ。」

二人見つめ合い・・・間・・・微笑んでエンジエル、

エンジエル「決まりっ！あたし達の冒険は、まだ始まったばかりだもん。お楽しみは

これからよんっ♡」

ダイ・オフ「けっ、せいぜいがんばりな。親友のパートナーさんよ。」
エンジエル「ふふ、ありがとね。あんたも大切な仲間だよ。」

ダイ・オフ「けっ。」

エンジエル「さ、デュース。あなたがリーダーよ。よろしくね♡」

デュース「・・・あ～・・・。い、行くぜ、二人とも。俺たちの旅は、ここが始まりに

過ぎない。新たなる旅立ちだ。」

エンジエル「おーーー♡」

そのままフリーズしておいて、フェードアウトの暗転。

最終場　「エピローグ」

舞台中央に安楽椅子。長老が座っていた椅子。先には触れなかったが、例えば杖等、特徴

的な物品を長老には持たせておく。それを椅子の近くに配置。椅子の上には、長老の衣服

だけ。誰かが安楽椅子を揺らしておいて、揺れている内にゆっくりピンスポ当てる。静か

な音楽と、小さく揺れる主のない椅子。椅子が止まって、ピンスポがフェードアウト暗転。
意味は、時の精霊の解放により追い着いた時間に、人間の数十年の寿命が耐えられずに

町ごとこの世からロストした、てなトコ。椅子やら、杖やら、衣服やらを、朽ちた別物を

用意して使用できるなら、その方が好い。下手なセリフや説明は入れない方がいいと思う

が、これ、というセリフやプランがあったらご助言下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       ＴＨＥ・ＥＮＤ．
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